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対
馬
南
警
察
署
の
新
し
い
警
備

艇
「
つ
し
ま
」
の
就
役
式
が
、
５

月
30
日
、
美
津
島
町

知
の
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
海
浜
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
「
つ
し
ま
」
は
、
昭
和
57
年

か
ら
25
年
間
活
躍
し
て
き
た
旧

「
つ
し
ま
」
と
比
べ
大
型
化
し
、

全
長
が
約
23
ｍ
、
重
さ
は
約
40
ト

ン
。
速
力
も
約
２
倍(

40
ノ
ッ
ト
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
新
鋭
の
設

備
を
搭
載
し
、
同
署
の
水
上
警
察

活
動
の
要
と
し
て
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
式
典
に
は
、
警
察
関
係
者
の
他
、

行
政
関
係
者
ら
が
来
賓
と
し
て
招

か
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
試
乗
航

海
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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永
尾
一
二
三
副
市
長
が
６
月
12
日
付
で
退
職
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
平
成
16
年
５
月
、
対
馬
市
の
収
入
役
に
就
任
し
、
平
成

17
年
７
月
か
ら
は
助
役
（
平
成
19
年
４
月
か
ら
は
副
市
長
）
を
務
め

ま
し
た
。

　
現
在
、
市
に
は
副
市
長
が
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に

「
統
括
監
」
を
設
け
て
、
事
務
の
執
行
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
第
２
回
対
馬
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
15

日
に
開
か
れ
、
歳
入
歳
出
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
千

５
０
万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
２
９
１
億
１
千
万
円
と

し
た
平
成
19
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
を
は
じ
め
、
32
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
、
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◎
７
月
１
日
付
異
動

※
氏
名
後
の
（
　
）
内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】

▽
統
括
監
・
昇
任
（
市
民
生
活
部
、

観
光
商
工
部
、
農
林
水
産
部
、
建

設
部
担
当
）
＝
清
水
達
明
（
建
設

部
長
）
▽
統
括
監
・
昇
任
﹇
北
部

振
興
（
峰
・
上
県
・
上
対
馬
支

所
）
担
当
﹈
＝
大
浦
義
光
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
統
括
監
・
昇
任

（
総
務
部
、
政
策
部
、
福
祉
部
、

保
健
部
担
当
）
＝
松
原
敬
行
（
政

策
部
長
）

《
政
策
部
》
▽
部
長
・
昇
任
＝
阿

比
留
博
文
（
市
民
生
活
部
次
長
兼

税
務
課
長
）
《
市
民
生
活
部
》
▽

次
長
兼
市
民
課
長
・
昇
任
＝
橋
本

政
次
（
同
課
長
）
▽
税
務
課
長
＝

中
村
敏
明
（
同
課
主
幹
）
《
福
祉

部
》
保
護
課
▽
主
任
＝
糸
瀬
博
隆

（
同
部
福
祉
課
）《
観
光
商
工
部
》

▽
次
長
兼
商
工
課
長
・
昇
任
＝
武

田
延
幸
（
同
課
長
）
《
建
設
部
》

▽
部
長
・
昇
任
＝
川
上
司
（
同
部

次
長
兼
建
設
課
長
）
▽
次
長
兼
建

設
課
長
＝
小
島
近
（
同
部
北
部
建

設
事
務
所
長
）
▽
北
部
建
設
事
務

所
長
＝
松
村
利
宏
（
同
事
務
所
主

幹
）

《
豊
玉
支
所
》
【
地
域
振
興
課
】

▽
主
任
＝
糸
瀬
真
作
（
峰
支
所
同

課
）《
峰
支
所
》
【
佐
賀
出
張
所
】

▽
主
事
（
峰
学
校
給
食
共
同
調
理

場
併
任
）
＝
畑
島
洋
一
（
佐
賀
出

張
所
）

【
議
会
事
務
局
】
▽
局
長
・
昇
任

＝
永
留
徳
光
（
同
次
長
）
▽
次
長

・
昇
任
＝
橘
清
治
（
福
祉
部
保
護

課
）

◎
６
月
30
日
付
退
職

▽
小
嶋
弘
美
（
市
民
生
活
部
税
務

課
）
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青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
の
ベ

ナ
ン
共
和
国
へ
赴
任
す
る
上
県
町
女
連
出
身
の
市

山
高
太
郎
さ
ん
（
24
歳
）
が
、
出
国
を
前
に
松
村

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
派
遣
期
間
は
平
成
19
年
６
月
か
ら
の
２
年
間
で
、

同
国
の
ア
ラ
ダ
市
役
所
を
拠
点
に
、
市
民
や
子
ど

も
達
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
、
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
大
学
で
社
会
福
祉
を
学
び
、
サ
ー
ク
ル
で
は
実

際
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
の
活
動
を

実
践
。
そ
の
時
の
先
生
が
青
年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ

Ｂ
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
分
も
な
り
た

い
と
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　「
現
地
で
は
、
ま
だ
マ
ラ
ソ
ン
や
組
体
操
ぐ
ら

い
し
か
ス
ポ
ー
ツ
が
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
。

今
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
現
地
の
人
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
役
に
立
て
る
よ
う
活

動
を
行
い
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　６月10日、上県町佐護の湊浜シーランドステージで恒例の

あじさい祭が開催されました。

　晴天に恵まれた当日、会場には市内各地から約700人の参

加者が集まり、海沿いに延びるあじさいロードをウォーキング

しながら、沿道に鮮やかに咲き乱れる数千本のあじさいを楽

しんでいました。例年と比べ花の咲き具合はよかったのです

が、風が強かったため来場者が楽しみにして

いたパラグライダーの体験飛行は中止となり

ました。

　会場では、保育園児によるお遊戯や、歌謡

ショー、対州馬の乗馬体験、もち投げなどの

楽しいイベントが行われ、観客は楽しそうに

初夏の一日を過ごしていました。

　あじさい祭と並行して実施されているパラグライディ

ング対馬大会が今年も６月9日・10日の２日間開かれま

した。

　大会には、大分県玖珠町や長崎県及び韓国釜山市で活

動している愛好家に加え、地元スカイクラブ対馬のメン

バーの合わせて約40名がエントリーしましたが、両日と

もに10ｍ近い強風が吹き、危険性があるため競技は中止。

代わりに体育館で紙飛行機を使用しての競技（飛行機を

飛ばし、標的への近さを競う）が行われました。

　賞品は本大会と変わらないため、選手達も研究を重ね

真剣な表情でよく飛ぶ紙飛行機の製作に取り組んでいま

した。

　フライトができず残念な結果となった大会でしたが、

選手達は久しぶりに顔を合わせた他のクラブのメンバー

と交流会等で楽しい時間を過ごし、来年の再会とフライ

トを誓っていました。

約700人があじさいロードをウォーキング　�　あじさい祭（上県町佐護）�

紙飛行機を作る選手たち�

出来によって飛行性能が左右
されるだけに、製作にも余念
がありませんでした。

競技は紙飛行機に変更�

約700人があじさいロードをウォーキング　�

競技は紙飛行機に変更�

約700人があじさいロードをウォーキング　�

競技は紙飛行機に変更� 第5回 パラグライディング対馬大会�

市
山
高
太
郎
さ
ん
（
上
県
町
女
連
）

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ベ
ナ
ン
へ
出
発
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『新緑のつどいinつしま』�
　約300名の市民が森に親しむ

竹を使ったバームクーヘン作り�

　
６
月
３
日
、
豊
玉
町
の
神
話
の
里
自
然
公
園
で
、

第
２
回
『
新
緑
の
つ
ど
い
in
つ
し
ま
』
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
約
３
０
０
名
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
上
対
馬
町
鰐
浦
の
御
手
洗
希
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
記
念
植
樹
、
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
、
対
州
馬
の
乗
馬
体
験
、
木
工
教
室
、

紙
芝
居
、
宝
探
し
、
竹
を
使
っ
た
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

づ
く
り
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
所
狭
し
と
走
り
ま

わ
り
、
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

※
会
場
内
で
子
供
服
の
忘
れ
物

が
あ
り
ま
し
た
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は

市
農
林
課

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1
ま
で

５月に入り、市内各地の小学校で春の運動会が開催され、校庭には児童たちの明るい笑顔が溢れました。�

　今年度末の閉校が決まっている豆酘小学校瀬分校では、

６月３日、最後の運動会が開催されました。

　在校生は９名という少人数でしたが、地元の青年団や

婦人会、保護者など地域の人々も加わり、趣向を凝らし

た出しものが披露され、会場には笑い声が溢れていました。青年団による楽しいパフォーマンス�

全校児童で紅白応援�
�

豆酘小瀬分校　最後の運動会�
�

比
田
勝
小
学
校
運
動
会�

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
27
日
に
開

催
。
初
め
て
の
運
動
会
と
な
っ
た
１

年
生
も
、
高
学
年
に
負
け
な
い
ぐ
ら

い
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
っ
て
い
ま
し

た
。

地域の人も参加した「対馬音頭」�



　６月３日、梅雨入りを前に市内各地で田植えを行う風景が
見られるようになってきた中、厳原町豆酘の赤米神田では、
伝統にのっとり古代米である赤米の田植えが行われました。
　同地区では稲の原生種である赤米を作り、その穀霊を神格
としてまつる赤米神事が、頭仲間と呼ばれる集団によって今
も伝えられています。
　当日は、現在唯一の頭仲間となった主藤公敏さんが親戚の
手をかり、約２畝（200㎡）の神田で田植えを行いました。
10月中旬には３俵半から４俵の赤米が収穫できるそうです。

　６月11日に「時の記念日」を記念して、対馬時計商組合（鍵本
俊雄組合長）から、対馬市の２つの特別養護老人ホームに時計が
贈られ、特別養護老人ホーム「浅茅の丘」で贈呈式がありました。
　同組合は、毎年、時の記念日に市内の福祉施設などに時計を贈
っています。利用者を代表して時計を受け取った倉田寧子さん
（90歳）は、「大事に使わせてもらいます」とお礼のあいさつを
しました。
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５
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

の
２
日
間
、
韓
国
の
釜
山
外
国
語

大
学
校
の
生
徒
１
０
０
名
が
来
島

し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
同
大

学
と
の
合
同
清
掃
は
、
今
年
で
５

回
目
に
な
り
ま
す
。

　
作
業
は
２
日
間
と
も
午
前
、
午

後
の
２
時
間
ず
つ
行
わ
れ
、
現
場

の
上
県
町
西
海
岸
か
ら
は
多
く
の

漂
着
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
の
中
で
特
に
多
か
っ
た
の

は
、
漁
具
と
思
わ
れ
る
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
に
ロ
ー
プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
浮
き
に
漁
網
と
い
っ
た
産

業
廃
棄
物
。
そ
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
と
い
っ

た
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
で
し
た
。
漁

網
や
ロ
ー
プ
は
巨
大
で
重
い
う
え

に
、
石
と
石
と
の
間
に
固
く
挟
ま

っ
て
お
り
、
一
方
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
影
響
で

細
か
く
粒
状
に
砕
け
た
も
の
が
散

乱
し
、
集
め
る
の
に
も
ひ
と
苦
労

す
る
な
ど
回
収
に
は
手
を
焼
い
て

い
ま
し
た
。

　
真
夏
の
よ
う
な
強
い
日
差
し
に

加
え
、
足
場
の
悪
い
磯
場
で
の
作

業
と
い
う
過
酷
な
状
況
の
中
で
し

た
が
、
参
加
者
た
ち
は
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
ゴ
ミ
を
集
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
の
多
く
は
日

本
語
学
科
の
学
生
の
た
め
簡
単
な

日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
、
作

業
の
合
間
に
は
市
民
と
の
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
学
校
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
こ
の
活
動
を
知
り
、
初
め
て
参

加
し
た
と
い
う
ゼ
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ン

さ
ん
（
日
本
語
学
科
１
年
、20
歳
）

は
、
「
韓
国
の
牛
乳
の
箱
、
ラ
ー

メ
ン
の
カ
ッ
プ
、
ノ
リ
の
包
装
な

ど
の
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
。
漂
着
ゴ

ミ
の
問
題
は
国
際
間
が
連
携
し
て

取
り
組
ま
な
い
と
解
決
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
う
い
う
地
道

な
活
動
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
業
に
は
２
日
間
で
延

べ
４
５
２
人
が
参
加
し
、
５
２
０

立
法
メ
ー

ト
ル（
４
ト
　

　
ン

ト
ラ
ッ
ク
32
台
分
）

の
漂
着
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

作
業
を
行
う
学
生
た
ち
（
上
）�

集
め
た
ゴ
ミ
は
、
１
立
法
メ
ー

ト
ル

の
ゴ
ミ

が
入
る
袋
に
入
れ
ら
れ
、
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ば
れ
ま
す
。（
下
）�

か
さ
ば
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
袋
を
一
杯
に
し
ま
し
た
。�

 
国
境
を
越
え
て
の
環
境
美
化
活
動�

　
釜
山
外
国
語
大
学
校
・
対
馬
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃�

　
　
　
　
　   
延
べ
４
５
２
人
で
　
４
ト
　

　
ン

ト
ラ
ッ
ク
32
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収�

豆酘の赤米神田で田植え�

特別養護老人ホームに時計のプレゼント�

やす こ

あかごめしんでん

あ か ご め し ん で ん

あかごめ

とうなか ま

とうなか ま

せ
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６
月
10
、
11
日
の
２
日
間
、
峰
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
対
馬
市

中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
市
内
の
中
学
校
19
校
か
ら
６
８
７
名
（
男
子
３
６
２
名
、

女
子
３
２
５
名
）
が
出
場
し
て
、
男
子
21
種
目
、
女
子
17
種
目
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
学
校
対
抗
で
は

知
中
学
校
が
２
年
連
続
の

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
、
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。�

第
32
回
美
津
島
町�

　
小
学
校
体
育
大
会�

学
校
対
抗
で

知
中
が
連
覇�

第
48
回
対
馬
市
中
学
校
体
育
大
会  

陸
上
競
技
大
会�

�

【
大
会
結
果
】

　
（
１
位
の
み
掲
載
　
敬
称
略
）

【
男
子
】�

《
１
年
生
》
▼
１
０
０
ｍ
＝
阿

比
留
龍
希
（

知
）
12
秒
７
▼

１
５
０
０
ｍ
＝
早
田
太
一
（
久
田
）

４
分
47
秒
９
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
＝

知
（
阿
比
留
龍
希
、
斎

藤
峻
、
牧
山
拓
矢
、
黒
岩
涼
）

52
秒
９
《
２
年
生
》
▼
１
０
０

ｍ
＝
濱
崎
航
大
（
豊
玉
）
12
秒

１
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
松
井
佳
太
（

知
）
４
分
32
秒
７
▼
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
＝

知
（
中
村
智
晴
、

沖
本
敦
人
、
黒
岩
酉
輔
、
松
村

承
太
郎
）
49
秒
９
《
３
年
生
》

▼
１
０
０
ｍ
＝
姉
川
和
也
（
南
陽
）

12
秒
１
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
原
野

真
維
（
加
志
々
）
４
分
31
秒
７
《
共

通
》
▼
２
０
０
ｍ
＝
藤
川
周
平
（
加

志
々
）
25
秒
０
▼
４
０
０
ｍ
＝

惣
島
祥
吾
（
豊
玉
）
56
秒
２
▼

８
０
０
ｍ
＝
小
宮
慶
祐
（

知
）

２
分
８
秒
５
▼
３
０
０
０
ｍ
＝

松
井
佳
太
（

知
）
９
分
44
秒

０
▼
１
１
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝
栗
屋
佳
弘
（

知
）
17
秒
３
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ

ー
＝

知
（
平
山
友
樹
、
神
宮

健
志
、
小
宮
慶
祐
、
栗
屋
佳
弘
）

49
秒
１
▼
走
高
跳
＝
宮
崎
泰
陽
（
大

船
越
）
１
ｍ
60
▼
棒
高
跳
＝
國

分
博
文
（
東
部
）
３
ｍ
10
▼
走

幅
跳
＝
栗
屋
佳
弘
（

知
）
５

ｍ
43
▼
三
段
跳
＝
小
宮
慶
祐
（

知
）
11
ｍ
63
▼
砲
丸
投
＝
小
島

雄
輝
（
東
部
）
10
ｍ
77
（
新
記
録
）

《
低
学
年
》
▼
１
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝

山
川
竜
成
（
東
部
）
15
秒
８
▼

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

知
（
中

村
智
晴
、
黒
岩
涼
、
阿
比
留
龍
希
、

松
村
承
太
郎
）
50
秒
２

【
女
子
】�

《
１
年
生
》
▼
１
０
０
ｍ
＝
阿

比
留
瞳
（
久
田
）
14
秒
２
▼
８

０
０
ｍ
＝
沖
中
遥
（
豊
玉
）
２

分
34
秒
５
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

＝
豊
玉
（
沖
中
遥
、
山
本
彩
乃
、

中
嶋
里
穂
、
國
分
ひ
か
り
）
58

秒
４
《
２
年
生
》
▼
１
０
０
ｍ

＝
財
部
愛
里
（
比
田
勝
）
13
秒

７
▼
８
０
０
ｍ
＝
八
坂
瑞
翔
（

知
）
２
分
28
秒
０
▼
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
＝
比
田
勝
（
武
田
眞
子
、

築
城
史
乃
、
辻
香
穂
、
財
部
愛
里
）

57
秒
１
《
３
年
生
》
▼
１
０
０

ｍ
＝
木
村
千
紘
（
南
陽
）
13
秒

３
▼
８
０
０
ｍ
＝
木
村
眞
子
（
比

田
勝
）
２
分
27
秒
２
《
共
通
》

▼
２
０
０
ｍ
＝
木
村
千
紘
（
南
陽
）

27
秒
８
▼
１
５
０
０
ｍ
＝
八
坂

瑞
翔
（

知
）
５
分
４
秒
１
▼

１
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝
下
川
真
歩
（
豊
玉
）

17
秒
２
▼
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝

南
陽
（
石
橋
知
佳
、
太
田
愛
海
、

角
井
愛
理
、
木
村
千
紘
）
54
秒

６
▼
走
高
跳
＝
橘
彩
加
（
厳
原
）

１
ｍ
25
▼
走
幅
跳
＝
神
宮
葵
（
今

里
）
４
ｍ
44
▼
砲
丸
投
＝
中
村

万
利
香
（
仁
田
）
10
ｍ
77
《
低

学
年
》
▼
80
ｍ
ハ
ー

ド
ル

＝
部
原
美
菜

子
（
久
原
）
13
秒
４
▼
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
＝
厳
原
（
阿
比
留
奈
穂
、

原
田
貴
菜
、
井
川
祐
香
、
天
野

真
歩
）
56
秒
８

　
５
月
31
日
、
鶏
鳴
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
、
美
津
島
町
小
学
校

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
２

種
目
で
大
会
新
記
録
が
誕
生
す

る
な
ど
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
（
１
位
の
み
掲
載
　
敬
称
略
）

《
１
０
０
ｍ
》
▼
４
年
男
子
＝

岩
見
優
衡(

鶏
鳴
Ａ)

15
秒
７
▼
４

年
女
子
＝
瀬
川
菜
月
（
大
船
越
）

16
秒
９
▼
５
年
男
子
＝
竹
藤
一

哉
（
鶏
鳴
Ｂ
）
15
秒
７
▼
５
年

女
子
＝
中
野
祐
里
（
鶏
鳴
Ｂ
）

15
秒
９
▼
６
年
男
子
＝
松
村
冬

威
（
大
船
越
）
14
秒
４
▼
６
年

女
子
＝
犬
束
優
（
大
船
越
）
15

秒
３
《
50
ｍ
ハ
ー

ド
ル

》
▼
５
年
男
子

＝
阿
比
留
巧
巳
（
鶏
鳴
Ａ
）
９

秒
３
▼
５
年
女
子
＝
外
林
葉
留

奈
（
鶏
鳴
Ｂ
）
10
秒
３
▼
６
年

男
子
＝
黒
岩
誠
亥
（
鶏
鳴
Ａ
）

８
秒
６
▼
６
年
女
子
＝
犬
束
優
（
大

船
越
）・
関
楓
（
大
船
越
）
10
秒

２
《
１
０
０
０
ｍ
》
▼
４
年
男

子
＝
松
村
慶
太
（
大
船
越
）
３

分
38
秒
２
（
新
）
▼
５
年
男
子

＝
井
上
雄
太
（
大
船
越
）
３
分

39
秒
４
▼
６
年
男
子
＝
松
村
冬

威
（
大
船
越
）
３
分
18
秒
８
《
８

０
０
ｍ
》
▼
４
年
女
子
＝
田
口

沙
羅
（
鶏
鳴
Ａ
）
３
分
４
秒
８

▼
５
年
女
子
＝
中
野
祐
里
（
鶏

鳴
Ｂ
）
２
分
57
秒
２
▼
６
年
女

子
＝
松
島
奈
央
（
大
船
越
）
２

分
45
秒
２
《
リ
レ
ー
》
▼
４
年

生
＝
鶏
鳴
Ｂ
１
分
34
秒
３
▼
５

年
生
＝
鶏
鳴
Ｂ
１
分
28
秒
１
▼
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６
年
生
＝
大
船
越
１
分
22
秒
９
（
新
）

《
走
り
高
跳
び
》
▼
男
子
＝
松

村
冬
威
（
大
船
越
）
１
ｍ
29
▼

女
子
＝
森
山
梨
央
（
今
里
）
１

ｍ
12
《
走
り
幅
跳
び
》
▼
５
年

男
子
＝
古
藤
孔
明
（
鶏
鳴
Ａ
）

３
ｍ
50
▼
５
年
女
子
＝
中
野
祐

里
（
鶏
鳴
Ｂ
）
３
ｍ
19
▼
６
年

男
子
＝
黒
岩
誠
亥
（
鶏
鳴
Ａ
）

４
ｍ
01
▼
６
年
女
子
＝
犬
束
優
（
大

船
越
）
３
ｍ
80
《
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
》
▼
４
年
男
子
＝
齋
藤

誠
（
大
船
越
）
39
ｍ
49
▼
４
年

女
子
＝
宮
原
彩
乃
（
鶏
鳴
Ａ
）

23
ｍ
52
▼
５
年
男
子
＝
江
嶋
輝
（
鶏

鳴
Ｂ
）
40
ｍ
23
▼
５
年
女
子
＝

梅
野
詩
織
（
鶏
鳴
Ａ
）
27
ｍ
37

▼
６
年
男
子
＝
小
島
正
直
（
鶏

鳴
Ｂ
）
49
ｍ
04
▼
６
年
女
子
＝

　
川
茜
（
大
船
越
）
31
ｍ
06
《
縄

跳
び
》
（
個
人
）
▼
４
年
男
子

＝
財
部
幸
欣
（
今
里
）
59
回
▼

５
年
女
子
＝
坂
本
紗
季
子
（
鶏

鳴
Ｂ
）・
島
雄
杏
奈
（
美
北
部
）

86
回
▼
６
年
男
子
＝
西
田
晃
得
（
美

北
部
）
１
４
０
回
▼
６
年
女
子

＝

川
茜
（
大
船
越
）
１
０
６

回
（
※
４
年
女
子
、
５
年
男
子
は
記

録
な
し
）
（
学
校
）
▼
４
年
＝
今

里
▼
５
年
＝
鶏
鳴
Ｂ
▼
６
年
＝

美
北
部

　子どもたちを犯罪被害から未然に防ごうと、長崎
県主催による「地域安全マップづくり」公開授業が、
６月６日、厳原北小学校で開かれ、同校の５年生児
童23人も参加して、学校周辺の「地域安全マップ」
を作成しました。
　「地域安全マップ」は、犯罪の発生しそうな場所や
安全な場所をあらかじめ調査し、地図に書き記すな
どして情報を共有し、犯罪の発生を未然に防ごうと
するものです。
　公開授業では、同マップの考案者である小宮信夫
立正大学教授による指導のもと、参加した子ども達
や保護者らが実際に学校周辺を歩いて、犯罪が起こ
りやすいとされる「見えにくい」「入りやすい」の
２つの条件がそろっている場所等の確認や近所の人
にインタビューを行うなどして調査した後、危険な
場所等を書き込んだり、写真を貼り付けたりして安
全マップを完成させました。

厳原北小学校で�
　　「地域安全マップづくり」公開授業�

教授の指導で危険な場所を確認する児童たち�

人権一人芝居「もも子」�

ＣＡＰ講演会�

　平成16年３月、対馬市は市の発足にあたり「一人一人の心と命を思いやる人権教
育の推進」を努力目標の一つに掲げ、対馬市が「豊かな人権文化に満ちた市」とな
るよう、その達成に努めています。
　その一環として対馬市教育委員会は平成18年度から20年度までの３年間、文部
科学省の「人権教育総合推進地域事業」の指定を受けて人権教育の推進に取り組ん
でいます。
　「いつでも・だれでも・どこでもできる人権教育」をテーマに、行政と学校・地
域が一緒に人権の大切さを考えていこうというこの事業も２年目を迎え、去る６月
８日（金）に今年度第１回の総合推進会議が開かれました。会
場の佐護小中学校には、人権教育に携わる関係者が30名近く集
まり、それぞれが今年度の活動計画を出し合いました。
　昨年は比田勝での映画上映会（「ヘレンケラーを知っていま
すか」）や厳原での講演会（一人芝居「もも子」）が開催され
ました。また、推進協力校の佐護小中学校でも、CAP(子どもへ
の暴力防止)講演会や体験学習が行われました。今年度も各地で
講演会などが実施されます。これから毎月、この紙面で研究の
取り組みや今後の予定を紹介していきます。
　【問い合わせ先】　対馬市教育委員会　学校教育課　　　　
　　　　　☎ 0920（86）3212　FAX 0920（86）4433　

『いつでも・だれでも・どこでもできる　人権教育をめざして』�
対馬市教育委員会は人権教育の推進に取り組んでいます�

犯罪の起こりそうな場所を事前にチェック�

�
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　６月２日、韓国出身の歌手桂 銀淑さんによる歌謡ショーが

対馬市交流センターで開かれました。

　コンサートは午後２時からと午後６時からの２回公演で行

われました。

　きらびやかな衣装に身を包んだ桂 銀淑さんは、独特のハス

キーボイスで「すずめの涙」や「ベサメ・ムーチョ」などの

ヒット曲を熱唱し観客を魅了しました。また、歌以外でも楽

しいトークでステージを盛り上げ、気さくに舞台から話しか

けるなどして、観客を楽しませていました。

　また会場では歌謡ショーを前に、市民コーラスの４グルー

プ（コーラスＤ、対馬高校コーラス部、ありあけエコー、コ

ールみつしま）がステージに立ち、息のあった合唱を披露し

て客席から盛大な拍手が送られていました。

　５月20日に開催された第31回全国高校囲碁選手権大会の

長崎県大会男子個人戦で美津島町碁友会（吉野満夫会長）

の俵友祐希くん（美津島町 知）が見事3連覇を達成。７月

に東京で開かれる全国高等学校選手権と８月に島根で開催

される全国高等学校総合文化祭に県代表として出場します。

　昨年の全国大会では、予選落ちと７位という成績だった

そうで「今年こそ優勝できるよう頑張ります」と力強く話

していました。高校生として最後の大会となる今年、ぜひ

目標を達成してください。

　また、同碁友会最年少の武末剛慶くん（厳原小４年）は、

筋がよく吉野会長に「俵くんに続く逸材」と期待されてま

す。「将来は囲碁の先生になりたい」というほど囲碁好き

だそうで、今後の活躍が期待されます。

　３世紀、日本の招きにより千字文１巻と論語10巻

を携えて来日し、漢文と学術を伝えたとされる百済

国の王仁博士の功績をたたえる顕彰碑が上対馬町鰐

浦に建立され、５月27日、除幕式が行われました。

　同地は、王仁博士が最初に到着した日本と考えら

れ、博士をこの歴史的な地点で顕彰しようと、日韓

両国の有識者らでつくる対馬韓国先賢顕彰会が建立

したものです。

　顕彰碑は高さ約3.8ｍ（台座含む）で、厳原町内山

で採取された石が使用されています。

　除幕式には、日韓両国の関係者約60名が参加し完

成を祝いました。

市長から祝福をうける俵友祐希くんと�
　　　美津島町碁友会最年少の武末剛慶くん�

顕
彰
碑
の
除
幕
を
行
う
日
韓
の
関
係
者�

桂 

銀
淑
さ
ん�

囲碁の高校生長崎県大会で３連覇達成　俵　友祐希くん（対馬高校３年生）�

日本に漢文を伝えた　百済国王仁博士の顕彰碑建立�

ハスキーボイスで観客を魅了�
　　　　　　　　　　　桂 銀淑 歌謡ショー�

千字文＝中国の習字手本及び初学教科書
論　語＝孔子の書とされる儒教の経典

ケイ　ウン スク�

ケイ　ウンスク

ケイ　ウンスク

ケ
イ
　
ウ
ン
ス
ク

とも  ゆ   き�

とも ゆ き

たかのり

く だ ら � わ　に�

わ　に

わ　に

くだら

対馬高校コーラス部�
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あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度

あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度�

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
下
さ
い

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
下
さ
い�

あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度�

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
下
さ
い�

〜
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
〜�

　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
・
社
会
保
険
庁

こ
の
度
の
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ
れ
て
い
な
い�

　
年
金
記
録
も
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の
導
入
以
前
に
は

転
職
や
転
居
等
に
よ
り
、
お
一
人
が
複
数
の
年
金

番
号
を
持
つ
場
合
も
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、一
人
１

番
号
の
基
礎
年
金
番
号
を
用
い
て
、
年
金
記
録
の

確
認
を
簡
易
・
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
記
録
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
照
会

を
全
被
保
険
者
に
行
い
、
ま
た
、
年
金
の
請
求
時

に
も
ご
本
人
に
確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
約

５
０
０
０
万
件
の
記
録
が
、
基
礎
年
金
番
号
に
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
未
統
合
の
記
録

は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
で

は
年
金
支
給
に
結
び
つ
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
年
金
記
録
問
題
へ
の
新
対
応
策
を
進
め
ま
す
。

　
年
金
受
給
者
・
被
保
険
者
の
皆
様
に
は
、
基
礎

年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
、

順
次
送
付
し
ま
す
。
ご
疑
問
が
あ
れ
ば
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
５
０
０
０
万
件
の
記
録
を
、
年
金
受
給
者
・
被

保
険
者
の
記
録
と
突
き
合
わ
せ
、
未
統
合
の
記
録

が
あ
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録
が
な
い
場
合
に

は
、
領
収
書
等
の
証
拠
が
な
く
て
も
、
銀
行
通
帳

の
出
金
記
録
、
元
雇
用
主
の
証
言
な
ど
を
も
と
に
、

総
務
省
に
設
置
さ
れ
た
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委

員
会
で
判
断
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
５
年
の
時
効
を
越
え
た
場
合
で
も
、
全
額
お
支

払
い
で
き
る
よ
う
に
す
る
特
別
立
法
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
に
は
真
摯
に
対
応
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
事
務
所
の
専
用
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い

「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」�

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

　
０
１
２
０
‐
６
５
７
８
３
０�

　
　
　
　
　
（
24
時
間
、
土
日
も
対
応
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ

る
年
金
加
入
履
歴
の
取
得
を
ご
利
用
下
さ
い
。

（h
ttp

:/
/

w
w

w
.sia.g

o
.jp

）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
☎
０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
２
１
１

年
金
コ
ー
ナ
ー�

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
８
月
23
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生

涯
一
度
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
や
今
年
度
予
防
注
射
を

未
実
施
の
方
は
、
次
の
と
お
り
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
登
録
に
つ
い
て�

　
　
登
録
手
数
料
　
　�

　
　
　
一
頭
　
３
’
０
０
０
円�

●
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
　
注
射
済
票
交
付
料
　
　�

　
　
　
一
頭
　
　
５
５
０
円
　

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年

１
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
馬
市
で
は
４
月
か
ら
６
月
ま

で
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
は
、
近
く
の
動
物
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
に
つ
い
て
は
動
物
病
院

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
注
射
を

受
け
た
ら
動
物
病
院
で
予
防
注

射
済
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

の
で
市
役
所
、
各
支
所
へ
持
参

く
だ
さ
い
。
注
射
済
票
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　
飼
い
主
の
責
任
を�

　
　
果
た
し
ま
し
ょ
う

○
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

ょ
う
。

○
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
に
は
、

フ
ン
収
集
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
、
必
ず
持
ち

帰
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
や
悪
臭
で
近
所
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
飼
育
場

所
及
び
そ
の
周
囲
は
常
に
清

潔
に
し
、
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う
。

○
不
幸
な
犬
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
も
、
避
妊
・
去
勢
手
術

を
検
討
し
繁
殖
の
制
限
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ�

■
お
問
い
合
わ
せ

対
馬
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
、
各
支
所
住
民
生
活
課
ま
で

市
民
課
コ
ー
ナ
ー�
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①
更
な
る
職
員
削
減
に
対
応
す
る
た
め
業
務
の
見
直
し
や
職

　
員
の
能
力
向
上
に
努
め
ま
す
。�

　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
職
員
削
減
に
取
り
組
ん
で

　
　
い
ま
す
が
、
少
な
い
職
員
で
も
対
応
で
き
る
簡
素
で
効

　
　
率
的
な
行
政
運
営
と
す
る
た
め
、
事
務
の
効
率
化
や
組

　
　
織
の
見
直
し
、
業
務
の
民
間
委
託
等
へ
の
見
直
し
な
ど

　
　
と
共
に
、
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
い
ま

　
　
す
。

②
活
用
し
て
い
な
い
市
有
財
産
の
売
却
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
市
有
財
産
の
現
状
や
活
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行

　
　
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
計
画
の
な
い
土
地
や
建
物

　
　
に
つ
い
て
財
産
売
却
計
画
を
作
成
し
、
入
札
等
に
よ
り

　
　
売
却
し
ま
す
。

③
市
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
市
役
所
職
員
で
構
成
す
る
広
報
編
集
委
員
会
を
、
企

　
　
画
立
案
か
ら
最
終
校
正
に
い
た
る
ま
で
の
広
報
紙
づ
く

　
　
り
の
中
心
組
織
と
し
て
充
実
さ
せ
、
他
市
の
広
報
紙
の

　
　
研
究
な
ど
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま

　
　
す
。

④
公
債
費（
借
入
返
済
金
）の
縮
小
に
努
め
ま
す
。�

　
　
　
将
来
の
負
担
と
な
る
公
債
費
を
減
ら
す
た
め
、
繰
上

　
　
償
還
の
実
施
や
利
率
の
低
い
資
金
へ
の
借
り
換
え
、
新

　
　
規
借
入
の
抑
制
な
ど
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま

　
　
す
。

⑤
入
札
契
約
制
度
の
更
な
る
適
正
化
と
物
品
調
達
制
度
の
構

　
築
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
昨
年
度
、
入
札
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

　
　
本
年
度
は
、
そ
の
入
札
制
度
を
再
検
証
し
、
適
正
な
運

　
　
用
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
物
品
の
調
達
に
つ
い
て
も
、

　
　
適
正
化
、
効
率
化
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
に
向
け
た
試

　
　
行
及
び
検
証
を
行
い
ま
す
。

①
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
活

　
　
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
「
わ
が
ま
ち
元
気
創
出
支
援

　
　
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
事
業
内
容
は
、
地
区
住
民
の
交
流
活
動
、
地
区
に
伝

　
　
わ
る
風
習
、
伝
統
行
事
な
ど
の
活
動
、
地
区
内
で
の
環

　
　
境
美
化
活
動
な
ど
で
あ
り
、
地
域
自
ら
の
創
意
工
夫
に

　
　
よ
る
活
動
に
対
し
財
政
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
調
査
研
究

　
を
行
い
ま
す
。�

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
木
材
や
廃
食
油

　
　
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
内
に
お
け
る
自
給

　
　
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
林
業
の
活
性
化
、
産
業
創
出

　
　
に
よ
る
雇
用
な
ど
、
波
及
す
る
効
果
の
調
査
研
究
を
行

　
　
い
ま
す
。

③
市
民
と
行
政
が
協
力
連
携
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

　
を
作
り
ま
す
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
市
民
と
行
政
の
役
割
や
責
務

　
　
を
明
確
に
し
た
協
働
の
あ
り
方
を
示
す
た
め
の
指
針
を

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
各
種
団
体
等
と
共
に

　
　
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

④
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
各
世
帯
へ
の
引
き
込
み
に
着
手
し
ま
す
。�

　
　
　
平
成
22
年
４
月
の
開
局
に
向
け
、
今
年
度
か
ら
各
世

　
　
帯
へ
の
引
き
込
み
に
着
手
し
、
接
続
で
き
た
世
帯
に
お

　
　
い
て
は
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
開

　
　
局
ま
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
自
主
放
送（
現
Ｍ
Ｙ
Ｔ
）

　
　
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
開
局
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
民
間
委
託

　
　
を
含
め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。�

　
　
　
窓
口
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
来
庁
者
に
対
し
積
極
的

　
　
に
声
か
け
を
し
て
該
当
窓
口
へ
案
内
す
る
な
ど
サ
ー
ビ

　
　
ス
の
向
上
に
努
め
、
法
律
の
改
正
な
ど
に
よ
る
窓
口
の

　
　
ト
ラ
ブ
ル
を
無
く
す
た
め
、
市
報
等
に
よ
る
事
前
周
知

　
　
に
努
め
ま
す
。

②
悪
質
な
市
税
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
差
し
押
さ
え
を
強
化

　
し
ま
す
。

　
　
　
滞
納
者
対
策
の
強
化
と
し
て
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対

　
　
し
、
差
し
押
さ
え
・
公
売
を
実
施
し
、
市
税
の
収
入
確

　
　
保
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
新
た
な
滞
納
者
を
防
止
す
る
た
め
、
納
税
相

　
　
談
の
窓
口
（
夜
間
を
含
む
）
を
開
設
し
ま
す
。

市
民
生
活
部�

　
対
馬
市
が
、ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、そ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を�

市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
行
動
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
に
各
部
署
が
重
点
的�

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
公
表
し
ま
す
。�

こ
ん
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�
い
ま
対
馬
市
は�

総
　
務
　
部�

政
　
策
　
部�
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③
ご
み
の
不
法
投
棄
や
焼
却
を
減
ら
す
た
め
、
ご
み
マ
ッ
プ

　
の
公
表
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。�

　
　
　
一
向
に
減
ら
な
い
不
法
投
棄
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

　
　
市
民
に
周
知
す
る
た
め
「
ご
み
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
行

　
　
う
と
と
も
に
、
ご
み
の
不
適
切
な
焼
却
を
減
ら
す
た
め
、

　
　
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
対
馬
の
豊
か
な
海
岸
環
境
保
全
の
た
め
、
漂

　
　
着
ご
み
回
収
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

　
　
行
い
ま
す
。

①
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
「
対
馬
地
域
福
祉

　
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
　
　
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
を
目

　
　
指
し
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
推
進
や

　
　
福
祉
事
業
の
健
全
な
発
達
、
活
動
へ
の
市
民
参
加
の
促

　
　
進
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

②
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
協
力
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
　
　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
虐

　
　
待
・
い
じ
め
・
非
行
等
の
予
防
」
か
ら
、「
早
期
発
見
・
早

　
　
期
対
応
」
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支

　
　
援
を
講
じ
る
た
め
、
市
や
保
健
所
、
警
察
、
病
院
等
か

　
　
ら
な
る
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

③
障
害
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

　
　
　
障
害
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
等
の
情
報
提
供
や
助
言
な
ど
、
障
害
者
が
地
域
で
自
立

　
　
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
た
め
、
地
域
自
立
支
援
協
議

　
　
会
を
設
置
し
ま
す
。

④
生
活
保
護
業
務
推
進
の
た
め
、
職
員
の
能
力
ア
ッ
プ
に
努

　
め
ま
す
。

　
　
　
様
々
な
ケ
ー
ス
の
保
護
受
給
者
に
対
応
す
る
た
め
、

　
　
情
報
等
の
交
換
、
諸
制
度
の
研
究
等
を
行
う
定
例
的
な

　
　
研
修
会
を
開
催
し
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
保
健
・
栄
養

　
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
　
昨
年
に
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
要
因
と
な

　
　
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
重
点
を
置

　
　
い
た
食
育
指
導
や
要
注
意
者
の
把
握
・
指
導
、
糖
尿
病

　
　
予
防
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

②
市
民
健
診
の
受
診
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
　
　
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
繋
が
る
健
康
診
断

　
　
の
効
果
な
ど
の
広
報
活
動
や
健
診
時
期
の
検
討
、
出
前

　
　
健
診
（
健
診
を
行
う
場
所
に
市
民
を
集
め
る
の
で
な
く
、

　
　
市
民
の
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
向
く
）
の
実
施
な

　
　
ど
、
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

③
生
後
4
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　
　
　
様
々
な
不
安
や
悩
み
に
対
し
、
適
切
な
情
報
や
サ
ー

　
　
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
る
た
め
、
生
後
4
ヶ
月
ま
で
の

　
　
乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
（
こ
ん
に
ち
は
赤

　
　
ち
ゃ
ん
事
業
）

④
介
護
保
険
料
の
収
納
率
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
介
護
保
険
制
度
を
理

　
　
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
訪
問
等

　
　
に
よ
り
面
談
の
困
難
な
方
に
つ
い
て
も
、
話
の
で
き
る

　
　
方
策
を
講
じ
ま
す
。

①
体
験
型
観
光
の
Ｐ
Ｒ
と
、
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
の
観
光
を
担

　
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
　
　
対
馬
の
体
験
型
観
光
の
魅
力
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

　
　
作
成
し
、
旅
行
代
理
店
等
に
対
し
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
共
に
、

　
　
観
光
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る「
し
ま
自
慢
カ
レ
ッ
ジ
」

　
　
を
開
催
し
、
観
光
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
目
指
し

　
　
ま
す
。

②
朝
鮮
通
信
使
四
百
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。�

　
　
　
日
韓
の
青
年
30
名
が
、
通
信
使
の
外
交
精
神
を
学
び

　
　
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
交
流
の
リ
ー
ダ
ー

　
　
と
な
る
よ
う
朝
鮮
通
信
使
四
百
周
年
記
念
行
事
の
一
環

　
　
と
し
て
「
通
信
使
外
交
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
韓
国
と
の
官
・
産
・
学
の
国
際
交
流
協
定
締

　
　
結
や
、
国
内
に
お
け
る
姉
妹
縁
組
（
中
津
川
市
）
の
締

　
　
結
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
農
林
水
産
部
と
連
携
し
、
特
産
品
の
販
売
促
進
に
よ
る
対�

　
馬
の
知
名
度
ア
ッ
プ
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
観
光
物
産
協
会
を
主
軸
と
し
た
特
産
品
の
情
報
集
約

　
　
・
情
報
発
信
体
制
の
構
築
を
図
り
、
地
産
地
消
の
促
進

　
　
と
、
食
フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
た
島
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り

　
　
組
み
ま
す
。

④
対
馬
の
自
然
形
態
を
著
し
く
変
え
る
こ
と
の
な
い
企
業
を�

　
誘
致
し
、
島
内
の
雇
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
20
名
程
度
の
雇
用
が
見
込
め
る
福
祉
産
業
（
ケ
ア
ハ

　
　
ウ
ス
）
の
平
成
20
年
度
開
業
に
向
け
、
側
面
的
に
サ
ポ

　
　
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
ホ
テ
ル
や
ゴ
ル
フ
場
、
農
業
へ
の
異
業
種
参

　
　
入
、
水
産
加
工
関
係
の
起
業
な
ど
、
1
5
0
名
程
度
の

　
　
雇
用
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）�

福
　
祉
　
部�

保
　
健
　
部�

観
光
商
工
部�
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①
対
馬
し
い
た
け
復
活
に
向
け
、
生
産
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化

　
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
生
産
基
盤
の
整
備
、
原
木
の
確
保
、
販
売
ル
ー
ト
の

　
　
改
善
を
重
点
課
題
と
し
、
生
産
拡
大
と
品
質
向
上
の
た

　
　
め
の
施
設
・
機
械
等
の
整
備
、
作
業
道
の
開
設
、
販
路

　
　
開
拓
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
生
産
者
の
所
得
向
上
と
新

　
　
規
参
入
を
図
り
ま
す
。

②
農
地
等
の
保
全
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
非
農
業
者
を
含
む
集
落
全
体
の
組
織
化
に
取
り
組
み
、

　
　
共
同
作
業
に
よ
る
、
地
域
の
景
観
、
農
地
・
施
設
等
の

　
　
保
全
管
理
を
支
援
し
ま
す
。

③
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
縮
小
対
策
と
食
肉
化
に

　
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
増
加
す
る
農
産
物
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
金
網

　
　
な
ど
の
防
除
設
備
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
捕
獲
の

　
　
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
食
肉
化
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
協
議
検
討

　
　
を
行
い
ま
す
。

④
島
内
水
産
物
の
「
長
崎
俵
物
」
へ
の
商
品
認
定
を
目
指
し

　
ま
す
。

　
　
　
水
産
加
工
品
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
及
び
加
工
業

　
　
者
の
技
術
向
上
を
図
る
た
め
、
県
の
優
良
水
産
加
工
品

　
　
と
し
て
認
定
さ
れ
る
平
成
「
長
崎
俵
物
」
へ
の
出
品
を

　
　
推
進
し
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
に
よ
る
新
規
漁
業
就
業
者
の
定
住
化
に

　
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
行
す
る
中
で
、
Ｕ
・
Ｉ

　
　
タ
ー
ン
等
の
希
望
者
に
漁
業
就
業
に
必
要
な
技
術
を
取

　
　
得
さ
せ
、
地
域
へ
の
定
住
化
を
図
り
ま
す
。

①
市
営
住
宅
使
用
料
の
未
納
者
に
対
し
、
法
的
手
続
き
な
ど

　
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
住
宅
使
用
料
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
納
付
の
確
約
書

　
　
提
出
な
ど
、
分
納
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
悪
質
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
る

　
　
明
け
渡
し
命
令
等
の
法
的
手
続
き
を
行
い
、
収
納
率
の

　
　
向
上
に
努
め
ま
す
。

②
経
済
活
動
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
公
共
事
業
の
早
期

　
発
注
・
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
少
な
い
事
業
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
事
業
を
重

　
　
点
的
に
展
開
す
る
と
共
に
、
早
期
発
注
に
よ
る
経
済
活

　
　
動
の
活
性
化
と
、
早
期
完
成
に
よ
る
市
民
生
活
の
利
便

　
　
性
向
上
に
向
け
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
無
秩
序
な
開
発
等
を
抑
制
し
、
健
康
で
快
適
な
住
環

　
　
境
の
確
保
と
文
化
的
で
利
便
性
の
高
い
都
市
機
能
の
充

　
　
実
を
図
る
た
め
、
厳
原
市
街
地
に
加
え
、
　
知
地
区
、

　
　
及
び
佐
須
奈
、
比
田
勝
地
区
に
お
い
て
も
、
都
市
計
画

　
　
区
域
の
変
更
及
び
準
都
市
計
画
区
域
指
定
の
た
め
の
基

　
　
礎
資
料
整
理
な
ど
、
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

　
　
い
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
来
庁
者
に
対
し
、
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
を
徹
底
し
、

　
　
親
切
丁
寧
な
窓
口
対
応
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
支
所
業

　
　
務
は
多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
職
場
内
で
の

　
　
研
修
を
行
い
、
迅
速
な
事
務
処
理
、
業
務
の
的
確
な
引

　
　
継
ぎ
に
努
め
ま
す
。

②
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参

　
加
し
ま
す
。
（
峰
・
上
県
・
上
対
馬
支
所
）

　
　
　
地
域
の
住
民
が
減
っ
て
い
く
中
、
管
内
で
実
施
さ
れ

　
　
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
区
活
動
に
積

　
　
極
的
に
参
加
し
、
市
民
の
目
線
で
考
え
一
緒
に
活
動
す

　
　
る
職
員
と
し
て
、
市
民
協
働
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

③
職
場
環
境
や
業
務
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
（
美
津
島

　
支
所
）�

　
　
　
支
所
の
移
転
を
控
え
、
書
類
、
備
品
等
の
要
・
不
要

　
　
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
支
所
業
務
の
あ

　
　
り
方
や
業
務
改
善
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

④
神
話
の
里
公
園
の
利
用
者
増
加
を
図
り
ま
す
。
（
豊
玉
支

　
所
）

　
　
　
和
多
都
美
神
社
参
拝
と
烏
帽
子
岳
展
望
に
訪
れ
る
観

　
　
光
客
に
、
神
話
の
里
公
園
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

　
　
神
社
と
公
園
が
連
携
し
た
散
策
ル
ー
ト
の
検
討
を
行
い

　
　
ま
す
。

①
水
道
料
金
の
収
納
率
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
昨
年
度
も
組
織
目
標
に
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

　
　
た
が
、
特
に
長
期
滞
納
者
に
は
、
給
水
装
置
切
り
離
し

　
　
等
、
対
策
を
強
化
し
、
未
収
金
の
回
収
に
努
め
ま
す
。

②
市
の
水
道
事
業
を
一
本
化
し
ま
す
。�

水
　
道
　
局�

農
林
水
産
部�

建
　
設
　
部�

支
　
所�
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消
防
本
部�

教
育
委
員
会�

　対馬市では、公共施設の見直しとし
て、今年の4月に行財政改革推進委員
会から意見書を頂き、5月に公共施設
の見直し基本方針を策定しました。�
　今後は、この基本方針を基に施設の
統合や休止、管理方法、また使用料な
ど、個別施設の具体的な見直し計画を
作っていきます。�
　このため、市民の皆様から意見を広
く募集し、出された意見を参考に計画
を作っていきたいと考えておりますの
で、ご意見をお寄せください。�

�
■提出方法�
・市ホームページ パブリックコメント�
・郵送：〒817-0022�
　　　 対馬市厳原町国分1441番地�
           総務課行政改革推進班�
・FAX 0920（53）6112�

�
■提出上の注意�
　提出の様式は自由ですが、個人は住
所・氏名・性別を、法人は法人名・所在地
を必ず明記して下さい。�

�
■募集期間　8月15日（水）まで�
　※委員会からの意見書や基本方針は、
　対馬市ホームページに掲載しています。�

　
　
　
対
馬
市
の
水
道
は
、
公
営
企
業
法
の
適
用
さ
れ
る
水

　
　
道
事
業
（
旧
厳
原
町
）
と
、
適
用
さ
れ
な
い
簡
易
水
道

　
　
事
業
（
そ
の
他
の
町
）
の
二
本
立
て
で
運
営
し
て
い
ま

　
　
す
が
、
事
業
の
効
率
化
を
図
り
安
定
し
た
経
営
を
目
指

　
　
す
た
め
、
統
合
に
向
け
た
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

①
消
防
団
の
改
編
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
消
防
分
団
の
統
廃
合
も
含
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な

　
　
消
防
団
組
織
を
目
指
し
、
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
を

　
　
開
催
し
ま
す
。

②
防
火
査
察
の
た
め
の
資
格
者
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
職
員
の
、
防
火
対
象
物
違
反
是
正
等
に
対
す
る
基
礎

　
　
教
養
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
有
資
格
者
（
職
員
）
に
よ

　
　
る
防
火
査
察
の
研
修
会
を
実
施
し
、
資
格
取
得
の
た
め

　
　
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
救
急
救
命
士
の
養
成
な
ど
救
急
隊
員
の
資
質
向
上
を
図
り

　
ま
す
。

　
　
　
救
急
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
高
規
格
救
急

　
　
自
動
車
を
配
備
す
る
と
共
に
、
救
急
救
命
士
や
気
管
挿

　
　
管
等
の
で
き
る
認
定
救
命
士
の
育
成
な
ど
隊
員
の
資
質

　
　
向
上
を
図
り
ま
す
。

①
基
礎
学
力
の
充
実
や
不
登
校
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
対
馬
市
に
お
い
て
は
複
式
学
級
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、

　
　
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
不
登
校
対
策
に
係
る
研
修
会
の
開
催
や
カ
ウ

　
　
ン
セ
ラ
ー
派
遣
な
ど
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
に
取

　
　
り
組
み
ま
す
。

②
つ
し
ま
図
書
館
の
図
書
返
却
窓
口
を
増
設
し
ま
す
。

　
　
　
図
書
の
返
却
を
各
地
区
公
民
館
で
も
で
き
る
よ
う
に

　
　
し
、
図
書
館
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と
共
に
、
図
書
館

　
　
だ
よ
り
を
発
行
す
る
な
ど
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、
活
用

　
　
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

③
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
映
画
上
映
や
音

　
　
楽
発
表
会
、
伝
統
（
郷
土
）
芸
能
な
ど
、
優
れ
た
芸
術

　
　
文
化
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

④
新
た
な
遺
跡
の
登
録
と
周
知
、
文
化
財
の
受
難
防
止
に
努

　
め
ま
す
。

　
　
　
貴
重
な
遺
跡
（
佐
護
ガ
ラ
ン
遺
跡
等
）
の
新
た
な
登

　
　
録
と
周
知
、
保
護
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
旧
家
等
に
あ

　
　
る
古
文
書
（
経
典
）
の
調
査
を
実
施
し
、
保
存
と
散
逸

　
　
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
対
馬
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
も

　
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.city

.tsu
sh

im
a.n

ag
asak

i.jp

「
市
の
政
策
市
か
ら
の
公
表
」↓「
対
馬
市
の
組
織
目
標
」

公共施設の見直しについて�
意見募集�

�

第57回�
「社会を明るくする運動」�

第57回�
「社会を明るくする運動」�

第57回�
「社会を明るくする運動」�
強調月間　7日1日（日）～7月31日（火）�
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７月１２日（木）�
「対馬市シャインドームみね」で午後８時30分から�

７月２９日（日）午前７時～午後６時まで�
（対馬市では、投票所閉鎖時刻を２時間繰上げます。)

開　票

投票日

公示日

参 議 院 議 員 通 常 選 挙 �

　期日前投票・不在者投票等の交付請求などの手続きについて、詳しいことは、早めに下記までお問い合わ
せください。�

　　 　対馬市選挙管理委員会　0920（53）6111　　　美津島支所選挙担当　0920（54）2271�
　　 　豊玉支所選挙担当　　　0920（58）1111　　　峰支所選挙担当　　　0920（83）0301�
　　 　上県支所選挙担当　　　0920（84）2311　　　上対馬支所選挙担当　0920（86）3111

　投票日当日、何らかの理由で投票所に行って投票できない人は、期日前投票ができます。なお、期日前投票は、�

選挙人の名簿登録地の各支所（厳原町は本庁）で投票できます。�

�

期　　　　　間　平成１９年７月１３日（金）　～　７月２８日（土）までの毎日�

時　　　　　間　午前８時３０分～午後８時まで�

投票できる場所　●対馬市本庁　●美津島支所　●豊玉支所　●峰支所　●上県支所　●上対馬支所�

　投票日に次の理由で投票所に行って投票することが出来ない見込みの人（期日前投票者を除く）は、その旨

の宣誓と不在者投票用紙の交付請求の手続きを行い、滞在地の選挙管理委員会又は不在者投票施設等で不在

者投票を行うことができます。�

①７月２８日までに対馬市を転出し、新しい住所地の市町村選挙管理委員会で投票する見込みの人�

②選挙期日にわたる観光、病気療養（指定病院等に入院している人を除く）等の旅行で市外に滞在中である人。 

　（対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する人）�

③病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院・入所している人　　④監獄・少年院等に収容中の人�

　また、不在者投票の交付請求は、選挙人の名簿登録地の各支所に対して手続きを行ってください。�

ただし、対馬市選挙管理委員会（本庁）では、名簿登録地にかかわらず交付請求を受け付けます。�

①転出や旅行等により、転出先及び滞在地で不在者投票をしようとする人は、早めに不在者投票の交付請求を

　行ってください。公示日前でも不在者投票の交付請求は受付けています。�

②指定病院・施設に入院、入所中の方は、病院・施設等で投票できますので、早めに病院長や施設長等に申し出

　てください。�

�

　郵便投票証明書をお持ちの方は、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを行ってください。請求は、�

７月２５日（水）までです。また、目の不自由な方を対象とした郵便等による代理記載制度もあります。�

　詳しいことは、対馬市選挙管理委員会及び各支所選挙書記にお気軽にご相談ください。�

【問い合わせ先】【問い合わせ先】�【問い合わせ先】�

①日本国民で２０歳以上の人 （いちばん若い有権者は、昭和６２年７月３０日生まれの方）�
②選挙人名簿に登録されている人（平成１９年４月１１日までに転入届出をした人）�
③対馬市の選挙人名簿に登録されている人で、他の市町村の選挙人名簿に登録されていない人�

７月3日までに市内転居の届け出をした人は、新しい住所地の投票所で投票することができます。�

投票ができる人�

期日前投票のできる期間と場所�

�

郵便投票�

手続きの方法（不在者投票の請求）�

�

不在者投票�

期日前投票�



　
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る

の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

血
液
は
、
長
い
期
間
に
わ
た

っ
て
保
存
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
非
常
に
貴
重
な
も
の

で
す
。

　
美
津
島
地
区
で
は
、
５
月

22
日
に
パ
ル
21
前
で
、
ま
た

５
月
31
日
に
は
　
知
宮
前
で

献
血
が
実
施
さ
れ
、
合
わ
せ

て
1
0
0
名
近
く
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

�
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●40歳、45歳、50歳、55歳、60歳（平成20年3月31日現在）になる方を対象に昨年か
らスタートした健診です。集団健診よりも充実した検査項目となっていますので、今年対象
者となった方は、是非受診されますようお勧めします。５年に１度のチャンスです。�
�

・ 実施期間：平成１９年６月～１２月の６ヶ月間で随時受診可能な個別健診となります。�
・ 申込み方法：下記の問い合わせ先に電話で申込みください。（国保の方で対象者には通知済みです。）�
　＜注意＞節目健診は、社会保険被保険者の本人の方は受診できません。�

【問い合わせ先】�
　健  康  推  進  課 ：☎０９２０（５８）１１１６（美津島・豊玉・峰の方々）�
　南福祉保健センター：☎０９２０（５２）４８８８（厳原の方々）�
　北福祉保健センター：☎０９２０（８４）２３１３（上県・上対馬の方々）�

健 康 コ ー ナ ー �

節目健診の詳しい内容は、広報つしま５月号に掲載しています。�

【
愛
の
献
血
】

愛
の
献
血
】�

【
愛
の
献
血
】�

献血は、たくさんの人々の善意によって支えられています。�
そして、一人ひとりの温かな心が多くの尊い命を救っています。�

皆様の献血に対する温かなご支援と積極的なご参加をお願いします。�

献血は、たくさんの人々の善意によって支えられています。�
そして、一人ひとりの温かな心が多くの尊い命を救っています。�

皆様の献血に対する温かなご支援と積極的なご参加をお願いします。�

　この制度は、下記の対象者が病院、歯科医院、調剤薬局等に支払った医療費の一部が助成される制度です。
病院等で支払った医療費から「高額療養費」・「附加給付」等を引いた額から、さらに自己負担額を引いた金額が
助成されます。（歯科矯正・入院食事代・文書料等の保険診療以外は対象外です。）�
※この制度を利用するためには申請が必要です。�

（注）乳幼児以外は、所得要件があります。�
【問い合わせ先】対馬市福祉事務所福祉課　☎０９２０(５８)２２９４または、�
各支所住民生活課・各福祉保健センターまで�

対　象　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受給の要件�

乳　幼　児　　　　　小学校就学前まで�

身障手帳1・2級所持者�

療育手帳Ａ1・Ａ2所持者�

身障手帳3級所持者�

療育手帳Ｂ1所持者�

母子家庭の母�

母子家庭の子�

手帳所持者（老人保険適用者も対象）�

75歳未満の手帳所持者（老人保健適用者は対象外）�

配偶者のいない70歳未満の方で、現に20歳未満の子を監護しているもの�

母子家庭の母に監護されている子、又は父母のいない子で18歳未満�
（高校在学中は20歳未満）のもの�

60歳以上70歳未満で、扶養義務者と生計を同一にせず、前年の所得税が�
非課税のもの（入院のみ対象）�

障
害
者
　
　  

母
子�

寡　婦�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�
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　限度額適用認定証及び標準負担額減額認定証は、毎年8月1日を基準日として、前年中の所得の状況により、自己
負担限度額の判定を行ない、認定証を交付します。�

　　限度額適用認定証及び標準負担額減額認定証の交付を受けようとする場合は、国民健康保険担当窓口に申
　請してください。�

①限度額適用認定証：70歳未満の国民健康保険被保険者（老人医療受給者を除く）の方で、入院中または入院の
予定がある方は、限度額適用認定証の交付を受けることができます。（ただし、国民健康保険税の滞納がある場合
は、認定証の交付を受けることができません。）限度額適用認定証を医療機関の窓口に提示すれば、医療機関での
入院時の一部負担金の支払いは、限度額までとなります。�
　なお、次の場合は、医療機関の窓口で自己負担額を支払われたうえで、高額療養費の支給申請が必要となります。�
　①限度額適用認定証の交付を受けていない場合。②限度額適用認定証の交付を受けていても、外来や複数の医療
　機関を受診され、自己負担額が限度額を超える場合。�

○自己負担限度額は、次のとおりです。�

②標準負担額減額認定証：標準負担額減額認定証の交付を受けることができる方は、住民税が課税されていない
世帯に属する方です。標準負担額減額認定証の交付を受け、認定証を医療機関の窓口に提示された場合の入院時の
食事標準負担額は、次のとおりです。�

【1食あたりの入院時食事標準負担額】�

①老人医療受給者の方�

　区分Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税である人�

　区分Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税であって、 そ

　　　　　の世帯の所得が一定基準以下の人�

②70歳以上の高齢受給者の方�

　区分Ⅱ：同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が
　　　　　住民税非課税である人�
　区分Ⅰ：同一世帯の世帯主と国保被保険者全員が
　　　　　住民税非課税であって、その世帯の所得
　　　　　が一定基準以下の人�

※老人医療受給者及び70歳以上の高齢受給者の方で、要件に該当する方には、7月中に通知いたします。�

�

保険課からのお知らせ�限度額適用認定証、標準負担額減額認定証の�
有効期限は、７月３１日です。�

１.老人医療受給者及び70歳以上の高齢受給者の該当要件�

２.70歳未満の被保険者の方�

　　　　　　　　　　　　　詳しくは、担当窓口にお尋ね下さい。�
保 健 部 保 険 課（豊玉） ☎0920(58)1118　　南福祉保健センター（厳原）　☎0920(53)6111�
北福祉保健センター（上県） ☎0920(84)2313　　美津島支所住民生活課　☎0920(54)2271�
峰 支 所 住 民 生 活 課 　☎0920(83)0304　　上対馬支所住民生活課　☎0920(86)3112

【1ヶ月の自己負担限度額】（区分は、認定証に表記しています。）　　　　　　【1食あたりの入院時食事標準負担額】�

【1ヶ月の自己負担限度額】（区分は、認定証に表記しています。）�

区　分�

一般（住民税課税世帯）�

一定以上所得者�

区分Ⅱ�

区分Ⅰ

外来のみ�

12,000円�

44,400円�

8,000円�

入院＋外来�

44,400 円�

80,100円＋（医療費‐ 267,000円）×1％�
＜4回目以降の場合 44,400円＞�

24,600 円�

15,000 円�

　　　　　　区　分�

       一般（住民税課税世帯）�

　　　 90日までの入院�

　　　 90日を超える入院（過去1年間）�

　　　　　　区分Ⅰ

区分Ⅱ�

�

標準負担額�

260円�

210円�

160円�

100円�

※＜＞の金額は、過去1年
　以内に、同一世帯で、3回
　以上高額療養費の支給
　を受けた場合、4回目以
　降の自己負担限度額。�

所得区分�

上位所得者：Ａ（基礎控除後の総所得金額�
が600万円を超える世帯）�

一 般：Ｂ �

低所得者（住民税非課税）：Ｃ�

　　　　　　　　　　　　　　　区　分�

一般（住民税課税世帯）�

　　　　　　　　　　　　  90日までの入院�

　　　　　　　　　　　　  90日を超える入院（過去1 年間の入院日数）�

自己負担限度額�

150,000円＋（医療費－500,000円）×１％�
＜83,400円＞�

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％�
＜44,400円＞�

35,400円＜24,600円＞�

住民税非課税世帯�

�

標準負担額�

260円�

210円�

160円�



　父母の離婚などにより、父親と生計を同じにしていない児童が養育されている母子家庭等に「児童扶養手当」�
が支給されます。�
■受給資格者：次の条件にあてはまる18歳到達年度の末日までにある児童（一定の障害を有する場合は、20歳  
　　　　　　　未満）を監護している母または養育者�
　①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童　②父が死亡した児童　③父が重度の障害にある児
　童　④父の生死が明らかでない児童　⑤父から引き続き1年以上遺棄されている児童　⑥父が法令により引
　き続き1年以上拘禁されている児童　⑦婚姻によらないで生まれた児童�

　関連法律の改正に伴い、児童扶養手当の受給期間が５年を超える場合には、それ以後、手当を一部減
額する制度が導入されました。�
�○受給者（母に限る）に対する手当が、支給開始月から起算して５年又は支給要件に該当した月から起
算して７年を経過した時は、手当額が減額されます。但し、手当額の減額は、２分の１を超えることは
ありません。�
�○３歳未満の児童を監護している場合や、受給者本人に身体上の障害がある場合等には適用されません。
減額される額を含め、詳細については、今後、国が規定することになっております。�
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○児童が１人の場合　月額　全部支給　41,720円�
　　　　　　　　　　　　　一部停止　9,850円～41,710円�
○児童が２人の場合　　　　上記金額に　5,000円加算�
○児童が３人目以降　　　　１人につき上記金額に3,000円加算�

児童扶養手当の減額について�
�
�

手当の額�
（19年4月現在）�

�

児童扶養手当制度のお知らせ�

【問い合わせ】　対馬市福祉事務所　福祉課　☎０９２０（５８）２２９４ 　�
　　　　　　　及び　各支所住民生活課、各福祉保健センター　福祉保健班�

（注）1.受給者の所得が一定額以上ある場合は、手当の一部又は全部が支給されません。�
　　2.老齢福祉年金以外の公的年金を受けられる場合は支給できません。�

■
職
種
　
学
校
・
幼
稚
園
用
務
委

　
　
　
　
託
職
員

■
職
務
内
容
　
用
務
員
業
務

■
勤
務
場
所
　
大
調
小
学
校

■
募
集
人
員
　
1
名

■
応
募
資
格
　
40
歳
未
満
（
平
成

　
19
年
9
月
1
日
現
在
）
の
健
康

　
な
方
で
、
市
内
に
在
住
し
通
勤

　
可
能
な
方

■
委
託
期
間
　
平
成
19
年
9
月
1

　
日
〜
平
成
20
年
3
月
31
日

■
選
考
方
法
　
書
類
審
査
及
び
面
接

■
選
考
日
時
　
8
月
21
日
（
火
）

　
午
後
2
時
か
ら

■
選
考
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン

　
タ
ー
3
階
　
第
4
会
議
室

■
応
募
方
法
　
①
市
販
の
履
歴
書

（
自
筆
・
写
真
貼
付
）
1
通
を
対

　
馬
市
教
育
委
員
会
南
地
区
教
育

　
事
務
所
へ
提
出

■
応
募
期
限
　
8
月
10
日
（
金
）

　
午
後
5
時
ま
で
（
必
着
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
対
馬
市
教
育
委
員
会

　
※
南
地
区
教
育
事
務
所

　
対
馬
市
厳
原
町
今
屋
敷
6
6
1

　
番
地
3（
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
4
階
）

　
☎
0
9
2
0（
5
2
）8
8
5
5

　
※
総
務
課

　
☎
0
9
2
0（
8
6
）3
2
1
1

　平成19年4月から、島内路線バス（乗合バス）が土・日・祝日に限り一人1,000円�
（小児500円）で利用できる１日フリーパス券が始まりました。�
　フリーパス券は厳原営業所（対馬市交流センター１階）・豊玉営業所・上県営業所
及び乗車バスの運転手から購入できます。�
　急ぎ足の日常から離れ、バスに乗ってゆったりとした時間を過ごしてみてはいか
がですか。ショッピングや島内観光など、お出かけの際には是非ご利用ください。�

　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】　対馬交通（株）�
本社総務部　☎０９２０（５２）２３４８　　厳原営業所　☎０９２０（５２）７２８２�
豊玉営業所　☎０９２０（５８）０８７６　　上県営業所　☎０９２０（８６）２３６２�

土・日・祝日限定　1,000円で路線バス1日乗り放題！！

対
馬
市
委
託
職
員
募
集
�
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６
月
の
環
境
月
間
に
あ
わ
せ
、
対
馬
市
、
対
馬
保
健
所
、

警
察
署
、
長
崎
県
産
業
廃
棄
物
協
会
対
馬
壱
岐
支
部
な
ど
関

係
者
に
よ
る
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
目
立
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て

　
①
空
き
地
に
家
屋
廃
材
、
が
れ
き
等
が
適
正
に
処
理
さ
れ

　
　
ず
野
積
み
さ
れ
て
い
る
。

　
②
山
林
に
生
活
ご
み
、
廃
家
電
等
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
。

　
③
使
用
済
自
動
車
が
道
路
敷
や
山
林
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
ケ
ー
ス
は
、
ど
れ
も
法
律
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
）
に
違
反
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
に
対
す
る
罰
則
は
、
産
業
廃
棄
物
、
一
般
廃
棄

物
と
も
共
通
で
す
。

　
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１,
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
、
又
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ
、
会
社
が
関
わ
っ
た
場
合
に

は
、
会
社
に
も
1
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

最
近
の
検
挙
事
例�

　
家
庭
ご
み
を
投
棄
し
た
ケ
ー
ス�

　
①
自
宅
か
ら
排
出
し
た
家
庭
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
）

　
　
等
約
2.5
kg
を
路
上
に
不
法
投
棄
し
た
も
の
　
罰
金
５
万
円�

　
②
自
宅
か
ら
排
出
し
た
家
庭
ご
み
（
生
ご
み
）
等
0.5
立
方

　
　
メ
ー
ト
ル
を
空
地
に
不
法
投
棄
し
た
も
の
　
罰
金
30
万
円

　
③
自
宅
か
ら
排
出
し
た
家
庭
ご
み
（
冷
蔵
庫
1
台
、
テ
レ

　
　
ビ
1
台
、
電
子
レ
ン
ジ
1
台
）
等
約
２
７
０
kg
を
山
林

　
　
に
不
法
投
棄
し
た
も
の
　
罰
金
50
万
円

　
④
自
宅
か
ら
排
出
し
た
家
庭
ご
み
（
雑
誌
、
空
き
箱
、
ご

　
　
み
入
り
ポ
リ
袋
）
等
約
23
kg
を
駐
車
場
に
不
法
投
棄
し

　
　
た
も
の
　
罰
金
30
万
円

産
業
廃
棄
物
を
投
棄
し
た
ケ
ー
ス

　
①
肥
料
の
製
造
・
販
売
等
を
業
と
す
る
Ａ
社
の
代
表
取
締

　
　
役
Ｂ
及
び
取
締
役
Ｃ
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け
な
い
で

　
　
家
屋
解
体
工
事
業
を
営
み
、
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
木
く

　
　
ず
等
約
23
立
方
メ
ー
ト
ル
、
ガ
ラ
ス
く
ず
等
約
32
立
方

　
　
メ
ー
ト
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
等
５
２
７
立
方
メ
ー

　
　
ト
ル
を
従
業
員
ら
に
不
法
投
棄
さ
せ
た
も
の

　
　
Ａ
社
‥�
罰
金
8
0
0
万
円
、
代
表
取
締
役
Ｂ
‥
懲
役
2�

　
　
年
、
取
締
役
Ｃ
‥�
懲
役
1
年
執
行
猶
予
3
年�

　
②
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
を
業
と
す
る
Ａ
社
の
取
締

　
　
役
Ｂ
が
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
、木
く

　
　
ず
等
約
1
1
3.

49
立
方
メ
ー
ト
ル
を
従
業
員
C,
D,
E,

　
　
ら
と
共
謀
し
不
法
投
棄
し
た
も
の

　
　
Ａ
社
‥
罰
金
8
0
0
万
円
、
代
表
取
締
役
Ｂ
‥
懲
役
3�

　
　
年
執
行
猶
予
4
年�

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
対
馬

で
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
濃

い
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
と
て
も

き
れ
い
な
花
で
す
が
、
繁
殖
力
が

強
く
、
生
態
系
へ
の
被
害
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
原
則
と

し
て
栽
培
・
保
管
・
運
搬
・
販
売

・
譲
渡
・
輸
入
な
ど
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
１
例
と
し
て
、
個
人
で
違
反
し

た
場
合
は
、
最
高
で
懲
役
３
年
以

下
も
し
く
は
、
３
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
な
ど
、
内

容
に
よ
っ
て
は
非
常
に
重
い
罰
則

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
馬
市
観
光
交
流
課
　
自
然
共
生
班�

　
　
☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」は�

　
特
定
外
来
生
物
と
し
て

　
特
定
外
来
生
物
と
し
て�

　
栽
培
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

栽
培
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」は�

　
特
定
外
来
生
物
と
し
て�

　
栽
培
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。�
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。�

不
法
に
放
置
さ
れ
た
車
　
　
　
　
野
積
み
さ
れ
た
廃
材
な
ど�

廃

棄

物

対

策

課

コ

ー

ナ

ー

�

対
馬
市
廃
棄
物
対
策
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

対馬の自然環境とみんなの生活環境を守るため�
ごみの不法投棄は、しない！ させない！ 許さない！�

知らなかったでは通りません。 安易にポイ捨てしていませんか？ 不法投棄は犯罪です。�

対馬の自然環境とみんなの生活環境を守るため�
ごみの不法投棄は、しない！ させない！ 許さない！�

知らなかったでは通りません。 安易にポイ捨てしていませんか？ 不法投棄は犯罪です。�
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シ
リ
ー
ズ 

文
化
財
の
紹
介

国
指
定
史
跡
「
矢
立
山
古
墳
群
」�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

や

た
て

や
ま

こ

ふ
ん

ぐ
ん

　
対
馬
の
歴
史
を
記
し
た
図
書
の
ひ

と
つ
に
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）
発

行
の
『
對
馬
島
誌
』
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
に
厳
原
町
の
佐
須
に
あ
る

「
岩
屋
」
の
記
述
が
見
え
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
佐
須
村
下
原

の
小
茂
田
境
の
路
の
上
に
」
岩
屋
が

あ
り
、
垂
仁
天
皇
の
皇
后
と
も
言
わ

れ
る
狭
穂
姫
と
い
う
人
が
「
久
根
の

矢
干
山
（
矢
立
山
）
」
に
行
く
前
に

隠
れ
て
い
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
、
と
い
う
の
で
す
。

　
こ
の
岩
屋
こ
そ
が
現
在
、
国
指
定

史
跡
に
な
っ
て
い
る
矢
立
山
古
墳
群

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
對
馬
島
誌

の
発
行
か
ら
過
ぎ
る
こ
と
20
年
、
１

９
４
８
年
に
京
都
大
学
の
梅
原
末
治

教
授
を
隊
長
と
す
る
東
亜
考
古
学
会

に
よ
っ
て
初
め
て
矢
立
山
古
墳
群
は

本
格
的
な
調
査
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
古
墳
群
は
７
世
紀
に
作
ら

れ
た
２
基
の
円
墳
で
、
太
刀
や
銅
鋺

と
い
っ
た
副
葬
品
が
あ
り
、
２
号
墳

は
石
室
の
平
面
が
Ｔ
字
形
に
な
っ
て

い
る
な
ど
様
々
な
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
内
容
の
重
要
性
か
ら
１
９
７

６
年
に
国
指
定
史
跡
に
な
り
、
以
後

対
馬
の
古
墳
時
代
を
知
る
貴
重
な
遺

跡
と
し
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
の
調
査
で
、
１
号

墳
、
２
号
墳
は
実
は
３
つ
の
段
を
持

つ
方
墳
で
あ
る
こ
と
と
、
２
基
の
東

に
も
う
１
つ
古
墳
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
矢
立

山
古
墳
群
は
九
州
だ
け
で
な
く
全
国

的
に
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が

研
究
者
、
国
、
県
に
認
め
ら
れ
た
の

で
す
。

　
現
在
は
教
育
委
員
会
で
保
存
修
理

事
業
を
継
続
中
で
す
が
、
こ
の
貴
重

な
文
化
財
を
市
内
外
に
広
く
発
信
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

矢
立
山
古
墳
群

＊
厳
原
町
下
原
に
所
在
。
１
号
墳
、

２
号
墳
は
３
段
築
成
の
方
墳
で
３
号

墳
は
拳
大
か
ら
人
頭
大
の
石
を
積
ん

だ
長
方
形
の
積
石
塚
。
３
基
と
も
遺

体
を
安
置
す
る
主
体
部
は
横
穴
式
石

室
。
７
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
か

け
て
作
ら
れ
た
古
墳
時
代
終
末
期
の

古
墳
。
段
築
方
墳
は
６
世
紀
末
ご
ろ

に
畿
内
の
天
皇
陵
な
ど
で
採
用
さ
れ

た
も
の
で
、
地
方
で
は
有
力
者
の
墓

に
使
わ
れ
た
。
し
か
し
地
方
で
は
段

築
の
も
の
は
少
な
く
、
矢
立
山
古
墳

群
は
畿
内
的
と
言
え
る
。

つ
し
ま

と
う

し

さ

す

い
わ

や

す
い
に
ん

こ
う
ご
う

さ

ほ

ひ
め

う
め
は
ら
す
え

じ

と
う

あ

こ
う

こ

が
っ
か
い

え
ん
ぷ
ん

た

ち

ど
う
わ
ん

ふ
く
そ
う
ひ
ん

ほ
う
ふ
ん

し
ゅ
た
い

ぶ

よ
こ
あ
な
し
き
せ
き

し
ゅ
う
ま
っ
き

だ
ん
ち
く

き

な
い

て
ん
の
う
り
ょ
う

遺
体
を
安
置
す
る
横
穴
式
石
室

し
つ

３号墳

２号墳

浅茅湾観光は�
市営渡海船「ニューとよたま」で!!
浅茅湾観光は�
市営渡海船「ニューとよたま」で!!

問い合わせ先　対馬市豊玉支所 地域振興課  ☎０９２０（５８）１１１１�

　市営渡海船「ニューとよたま」は、定期運航時間外の午前９時から
12時までの間、浅茅湾の周遊観光や貸切運行を行っています。（※事
前の予約が必要です）�
　雄大な浅茅湾の自然を「ニューとよたま」で満喫されてはいかがで
しょうか。�

●乗り合い（４人以上）�

　Ａコース　１人：2,000円�

　Ｂコース　１人：3,000円�

　Ｃコース　１人：3,500円�

樽ヶ浜～鋸割・城山～樽ヶ浜　樽ヶ浜～和多都美～樽ヶ浜�
樽ヶ浜～仁位（貸切のみ）　　　仁位～樽ヶ浜（貸切のみ）�
加志々～樽ヶ浜（貸切のみ）　　樽ヶ浜～加志 （々貸切のみ）�

27,000円�

36,000円�

45,000円�

樽ヶ浜～鋸割・城山～和多都美～樽ヶ浜�
樽ヶ浜～万関～鋸割・城山～樽ヶ浜�
樽ヶ浜～万関～和多都美～樽ヶ浜�
仁位～和多都美～鋸割・城山～樽ヶ浜（貸切のみ）�
仁位～和多都美～鋸割・城山～万関～樽ヶ浜（貸切のみ）�

樽ヶ浜～鋸割・城山～和多都美～万関～樽ヶ浜�

Ａコース�
所要時間：60分�

Ｂコース�
所要時間：90分�

Ｃコース�
所要時間：120分�
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舟
志
の
森
で

舟
志
の
森
で�

　
　
や
ま
ね
こ
音
楽
祭

　
　
や
ま
ね
こ
音
楽
祭�

舟
志
の
森
で�

　
　
や
ま
ね
こ
音
楽
祭�

対
馬
市
観
光
交
流
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

第３回離島交流�
少年野球大会 開催�

　
つ
し
ま
図
書
館
で
借
り
た
本
が
、

各
地
区
公
民
館
の
窓
口
で
返
却
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
返
却
で
き
る
公
民
館
　
豆
酘
、

佐
須
、
美
津
島
、
豊
玉
、
峰
、
上

県
、
上
対
馬
の
各
地
区
公
民
館

■
返
却
方
法
　
窓
口
担
当
者
に
直

接
「
つ
し
ま
図
書
館
へ
の
返
却
図

書
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
お
渡

し
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】�

対
馬
市
立
つ
し
ま
図
書
館

〒
８
１
７
‐
０
０
２
１
　
対
馬
市

厳
原
町
今
屋
敷
６
６
１
‐
３

℻
０
９
２
０
（
５
２
）
１
１
３
０

　
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
た
め
の
森

づ
く
り
や
、
旧
舟
志
小
学
校
校
舎

を
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の

再
生
を
応
援
す
る
た
め
「
真
夏
の

夜
の
夢
　
舟
志
の
森
で
　
や
ま
ね

こ
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
18
時
30
分
〜
22
時
15
分

■
場
所
　
旧
舟
志
小
学
校
（
上
対

馬
町
舟
志
地
区
）
駐
車
場
は
校
庭

を
ご
利
用
下
さ
い
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
上
対
馬
高
校
生
バ
ン
ド

　
　
　
「S

ev
en

S
tarz

」
演
奏

・
対
馬
愛
鼓
連
和
太
鼓
演
奏

・
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
Ｖ
・
Ｓ
・
Ｏ
・
Ｂ
」

・
舟
志
地
区
　
盆
踊
り

■
定
員
　
２
０
０
名
程
度

■
チ
ケ
ッ
ト
　
１，

５
０
０
円

（
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
購
入
が
必
要

で
す
。
）

■
主
催
　
や
ま
ね
こ
音
楽
祭
実
行

委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】対
馬
市
観
光
交

流
課
（
担
当:

玖
須
）

上
対
馬
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
９
２
０
（
８
６
）
３
１
１
１

※
音
楽
祭
に
協
賛
さ
れ
る
企
業
・

団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
音
楽
祭
は
行
政
的
な
助
成

金
に
頼
ら
ず
に
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、
企
業
な
ど
か
ら
の
協
賛
を
募

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
音
楽
祭
の
協

賛
金
は
本
音
楽
祭
の
運
営
経
費
及

び
舟
志
の
森
づ
く
り
推
進
委
員
会

へ
の
寄
付･

学
校
の
補
修
費
用
の

一
部
と
し
て
充
て
ま
す
。
協
賛
金

は
１
口
５，

０
０
０
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

　
「
い
じ
め
」
な
ど
の
子
ど
も
の

人
権
問
題
及
び
女
性
の
悩
み
ご
と

の
相
談
の
た
め
、
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
が
担
当

し
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
の
ほ
か
、

女
性
の
悩
み
ご
と
、
親
子
、
夫
婦

の
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
つ

い
て
受
け
付
け
ま
す
。

　
人
権
等
の
身
近
な
問
題
で
お
悩

み
の
方
は
、
気
軽
に
お
出
か
け
下

さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
21
日（
土
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所
　
美
津
島
文
化
会
館

　
　
　
　
峰
地
区
公
民
館

　
　
　
　
上
県
地
区
公
民
館

　
長
崎
地
方
検
察
庁
厳
原
支
部
で

は
、
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
始
ま

る
「
裁
判
員
制
度
」
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
職
場
、
学
校
や
地

域
の
集
ま
り
な
ど
に
出
向
い
て
、

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
及
び

子
ど
も
の
人
権
及
び�

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
所
開
設

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
所
開
設�

子
ど
も
の
人
権
及
び�

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
所
開
設�

対
馬
人
権
擁
護
委
員
協
議
会�

長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局�

☎
０
９
２
０（
５
２
）６
４
６
３�

「
裁
判
員
制
度
」

「
裁
判
員
制
度
」説
明
会

説
明
会�

「
裁
判
員
制
度
」説
明
会�

長
崎
地
方
検
察
庁
厳
原
支
部�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
２
４
７�

　新潟県佐渡市、長崎県壱岐市と対馬市の
一島一市発足記念事業として、第３回大会
を対馬市で開催いたします。なお、今回は
東京都大島町・八丈町、島根県隠岐の島町、
鹿児島県屋久町を加え開催します。
�

■日時：８月17日（金）～19日（日）�
■場所：対馬市美津島総合公園野球場外�
■大会日程�
　８月17日（金）　開会式・野球大会�
　　　18日（土）　野球大会・閉会式・�
　　　　　　　　 交流会�
　　　19日（日）　対馬まさかりドリームス、
　　　　　　　　 野球教室・親善試合�

【問い合わせ先】�
国土交通大臣杯第３回離島交流少年野球大会
実行委員会事務局（対馬市政策企画課内）
☎０９２０（５３）６１１１

☆皆様のご声援をお願いいたします☆�

各
地
区
公
民
館
で

各
地
区
公
民
館
で�

本
の
返
却
を
受
付
ま
す

本
の
返
却
を
受
付
ま
す�

各
地
区
公
民
館
で�

本
の
返
却
を
受
付
ま
す�

対
馬
市
立
つ
し
ま
図
書
館�

☎
０
９
２
０（
５
２
）３
９
０
０�

〔次代を担う中学生の軟式野球大会〕�
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先
の
大
戦
で
、
外
地
等
（
事
変

地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限
が
延
長
さ
れ
、
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
等
か
ら

の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
請
求
用
紙
】�

　
請
求
用
紙
は
、
対
馬
市
役
所
各

支
所
の
福
祉
担
当
窓
口
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

〒
１
０
０
‐
８
９
２
６
　
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２
‐
１
‐
２
　
中

央
合
同
庁
舎
２
号
館
８
Ｆ
　
総
務

省
大
臣
官
房
管
理
室
　
業
務
担
当

　
長
崎
県
内
で
は
排
水
設
備
工
事

は
、
日
本
下
水
道
協
会
長
崎
県
支

部
が
認
定
し
た
「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
が
専
属
す

る
工
事
店
で
、
か
つ
市
（
町
）
長

が
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と
し
て

指
定
し
た
工
事
店
で
し
か
工
事
が

で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
日
時
　
11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

■
試
験
内
容
　
下
水
道
の
一
般
的

分
野
及
び
技
術
的
分
野

■
試
験
会
場
　
長
崎
会
場
、
佐
世

保
会
場
の
２
会
場

■
受
付
日
時
　
８
月
６
日（
月
）〜

17
日（
金
）（
９
時
〜
17
時
　
土
曜

日
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
受
験
資
格
　
①
満
20
歳
以
上
②

学
歴
に
応
じ
て
、
下
水
道
の
実
務

経
験
が
必
要
で
す
。

■
受
験
料
　
８，

０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
及
び�

　
　
申
込
書
類
配
布
・
提
出
先
】

対
馬
市
建
設
部
都
市
計
画
課

日
本
下
水
道
協
会
長
崎
県
支
部
・

責
任
技
術
者
試
験
担
当

（
長
崎
市
上
下
水
道
局
給
排
水
設

備
課
取
扱
い
）

☎
０
９
５
（
８
２
９
）
１
１
８
３

���������������

■
出
演
　
岩
井
智
宏
・
片
桐
春
香

■
日
時
　
８
月
11
日
（
土
）
14
時

開
演
（
開
場
13
時
半
）

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　
大
人
（
５
０
０
円
）
、

子
ど
も
・
学
生
（
無
料
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、

シ
ョ
パ
ン
、
ラ
ヴ
ェ
ル
等

　
「
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
、

毎
月
２
本
、
最
新
映
画
や
良
質
の

映
画
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
一
般
１，

５

０
０
円
、
各
種
割
引
あ
り
）
会
の

運
営
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
対

馬
で
映
画
を
観
る
こ
と
を
広
め
る

会
」
が
行
い
ま
す
。

○
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
３�

������

○
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎�

������

■
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」
会
員
、
募

集
中
！�

　
毎
月
の
上
映
日
に
シ
ネ
マ
ク
ラ

ブ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年

会
費
は
１，

０
０
０
円
で
す
。
会

員
カ
ー
ド
は
家
族
全
員
で
お
使
い

で
き
、
お
一
人
様
最
大
３
０
０
円

の
割
引
を
は
じ
め
、
会
員
だ
け
の

嬉
し
い
特
典
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

対
馬
で
映
画
を
観
る
こ
と
を
広
め

る
会
　
会
長
　
大
西
真
祥

　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、

有
利
な
得
点
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦�

及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の

及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の�

皆
様
へ

皆
様
へ�

　
内
閣
総
理
大
臣
名
の

　
内
閣
総
理
大
臣
名
の�

　
　
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

　
　
書
状
を
贈
呈
し
ま
す�

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦�

及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の�

皆
様
へ�

　
内
閣
総
理
大
臣
名
の�

　
　
書
状
を
贈
呈
し
ま
す�

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室�

☎
０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２�

下
水
道
排
水
設
備
工
事

下
水
道
排
水
設
備
工
事�

責
任
技
術
者
試
験

責
任
技
術
者
試
験�

下
水
道
排
水
設
備
工
事�

責
任
技
術
者
試
験�

対
馬
市
都
市
計
画
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

対
馬
で
毎
月

対
馬
で
毎
月
、�

　
映
画
が
観
ら
れ
ま
す

　
映
画
が
観
ら
れ
ま
す�

対
馬
で
毎
月
、�

　
映
画
が
観
ら
れ
ま
す�

対
馬
で
映
画
を
観
る
こ
と
を�

広
め
る
会�

☎
０
９
２
０（
５
３
）５
７
７
５�

退
職
金
は
国
の
制
度
で

退
職
金
は
国
の
制
度
で�

中
退
共
制
度

中
退
共
制
度�

退
職
金
は
国
の
制
度
で�

中
退
共
制
度�

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構�

☎
０
３（
３
４
３
６
）０
１
５
１�

ふ
る
さ
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

ふ
る
さ
と
ジ
ョ
イ
ン
ト�

コ
ン
サ
ー
ト
　
連
弾
の
調
べ

コ
ン
サ
ー
ト
　
連
弾
の
調
べ�

ふ
る
さ
と
ジ
ョ
イ
ン
ト�

コ
ン
サ
ー
ト
　
連
弾
の
調
べ�

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
事
務
局�

　
７
月
28
日
・
29
日�

　
　
　
　
　
　
公
開
予
定�

つ
し
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ�

　
　
　
　
40
周
年
記
念
協
賛
事
業�



22

tsushima city community magazine

広報つしま  2007. 7

■
採
用
職
種
　
消
防
吏
員

■
採
用
予
定
数
　
若
干
名

■
試
験
区
分
　
高
校
卒
業
程
度

（
平
成
19
年
度
第
１
回
市
町
村
等

職
員
採
用
統
一
試
験
）

■
受
験
資
格

（
ア
）昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

（
イ
）身
長
＝
男
子
１
６
０
㎝
、
女

子
１
５
０
㎝
以
上
、
体
重
＝
男
子

50
㎏
、
女
子
40
㎏
以
上

（
ウ
）両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0.1
以
上

で
弁
色
力
正
常
な
者

（
エ
）精
神
性
疾
患
の
な
い
者

（
オ
）２
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
低
語

が
聴
取
で
き
る
者

（
カ
）身
体
強
健
で
感
染
症
又
は
慢

性
疾
患
が
な
く
、
職
務
遂
行
に
支

障
の
な
い
身
体
状
態
で
あ
る
者

（
キ
）採
用
後
は
、
勤
務
署
所
か
ら

15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に

居
住
で
き
る
者

※
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。�

（
ア
）日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

（
イ
）地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該

す
る
者

■
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間�

　
７
月
20
日（
金
）か
ら
８
月
17
日

（
金
）の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
（
土
、

日
は
除
き
ま
す
）
。
郵
送
の
場
合

は
、
８
月
17
日
の
17
時
必
着
と
し

ま
す
。

■
申
込
用
紙
請
求
先�

　
申
込
用
紙
は
、
対
馬
市
消
防
本

部
・
消
防
署
及
び
消
防
各
出
張
所

で
交
付
し
ま
す
。
申
込
用
紙
を
郵

便
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
90
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

対
馬
市
消
防
本
部
　
総
務
課

（
対
馬
市
厳
原
町
桟
原
52
番
地
第
２
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基

礎
を
学
び
、
実
践
発
表
、
情
報
交

換
を
通
し
て
、
参
加
者
の
実
践
活

動
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で

す
。

■
日
時
　
７
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

■
場
所
　
豊
玉
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
（
豊
玉
町
仁
位
）

■
参
加
対
象
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
興
味
を
持
っ
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
定
員
　
30
名
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
主
催
　
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域

福
祉
班
（
担
当:

長
郷
・
龍
井
）

〒
８
１
７
‐
１
２
０
１

対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
94
‐
５

℻
０
９
２
０
（
５
８
）
１
１
８
３

募
　
集

募
　
集�
募
　
集�

平
成
平
成
19
年
度
年
度�

対
馬
市
職
員
採
用
試
験

対
馬
市
職
員
採
用
試
験�

平
成
19
年
度�

対
馬
市
職
員
採
用
試
験�

対
馬
市
消
防
本
部
　
総
務
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
９�

な
が
さ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
学

な
が
さ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
学�

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
　
　
　
　
入
門
講
座
」

　
　
　
　
　
入
門
講
座
」�

な
が
さ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
学�

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
　
　
　
　
入
門
講
座
」�

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会�

☎
０
９
２
０（
５
８
）１
４
３
２�

海上保安大学校・海上保安学校学生募集案内�
海上保安大学校� 海上保安学校�

平成19年８月30日（木）～同年９月11日（火）�

約45名�

平成19年８月30日（木）9：00～同年９月５日（水）17：00

平成19年７月24日（火）～同年８月７日（火）�

平成19年11月３日（土）11月４日（日）� 平成19年９月30日（日）�

平成19年12月21日（金）�
平成19年10月24日（水）～27日（土）�
※指定する日（航空課程は２日）�

平成19年12月15日（土）～20日（木）�
※指定する３日（航空課程のみ）�

船舶運航システム課程�
航空課程�
情報システム課程�
海洋科学課程�

約140名�
約10名�
約20名�
約10名�

平成19年７月24日（火）9：00～同年７月31日（火）17：00

昭和62年４月２日（海上保安学校学生は昭和59年４月２日）以降に生まれた者で次に揚げるもの�
（１）高等学校を卒業した者及び平成20年３月までに高等学校を卒業する見込みの者　（２）中等教育学校を
卒業した者及び平成20年３月までに中等教育学校を卒業する見込みの者　（３）高等専門学校の第３学年の
課程を修了した者及び平成20年３月までに高等専門学校の第３学年の課程を修了する見込みの者　（４）高
等学校卒業程度認定試験（廃止前の大学入学資格検定を含む。）に合格した者等人事院が（１）、（２）に揚げる者
と同等の資格があると認める者�

区分�項目�

受
付
期
間�

郵送又は�
持参�

試験の区分・�
採用予定数�

受験資格�

第一次試験日�

第二次試験日�

第三次試験日�

インターネット�

【
資
料
請
求
先
】　
〒
８
１
７
‐
０
０
１
６
　
対
馬
市
厳
原
町
東
里
３
４
１
‐
４
２�

対
馬
海
上
保
安
部
　
管
理
課
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
６
４
０�
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対
馬
市
商
工
課
で
は
、
Ｉ
Ｃ
製

造
に
関
す
る
超
精
密
金
型
設
計
、

製
作
の
国
内
ト
ッ
プ
企
業
を
対
馬

市
へ
誘
致
す
る
た
め
、
次
の
要
領

で
人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
資
格
　
樹
脂
金
型
設
計
、
製
造

又
は
樹
脂
金
型
成
形
に
対
し
相
当

程
度
の
経
験
を
有
し
、
技
術
指
導
、

労
務
管
理
、
対
馬
で
の
勤
務
が
可

能
な
方
（
採
用
後
、
半
年
か
ら
１

年
間
程
度
、
本
社
工
場
で
の
研
修

が
あ
り
ま
す
。
）

※
本
人
以
外
で
も
、
お
知
り
合
い

に
経
験
を
有
す
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
企
業
誘
致
班
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
方
法
　
経
験
等
を
記
入
し

た
履
歴
書
を
商
工
課
企
業
誘
致
班

ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】�

対
馬
市
商
工
課
　
企
業
誘
致
班

　
　
（
担
当:

阿
比
留
、
小
島
）

〒
８
１
７
‐
０
０
２
２
　
対
馬
市

厳
原
町
国
分
１
４
４
１
番
地

■
乗
船
日
　
８
月
４
日（
土
）

■
乗
船
場
所
　
厳
原
町
東
里
　
公

共
岸
壁
（
ア
リ
ラ
ン
祭
会
場
前
岸

壁
）

■
募
集
人
数
　
２
０
０
人

■
応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
代

表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
、

同
伴
者
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を

明
記
し
応
募
。
（
返
信
用
あ
て
先

に
も
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
）

※
応
募
は
１
枚
に
つ
き
４
人
ま
で
。

（
小
学
生
以
下
乳
幼
児
は
、
保
護

者
の
同
伴
及
び
乗
船
券
が
必
要
）

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
締
め
切
り
　
７
月
23
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
当
日
消
印
有
効

■
申
込
先
　
〒
８
１
７
‐
０
０
１
６

対
馬
市
厳
原
町
東
里
３
４
１
の
42

対
馬
海
上
保
安
部
管
理
課
「
は
か

た
」
乗
船
係

【
注
意
】巡
視
船「
は
か
た
」は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
履
物
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
水
彩
絵
具
で
静
物
画
に
楽
し
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
！

■
日
時
　
９
月
20
日
〜
10
月
９
日

（
毎
週
火
・
木
曜
日
）
計
６
回

　
19
時
〜
21
時

■
場
所
　
対
馬
高
校
美
術
室

■
対
象
者
　
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
（
高
校
生
は
除
く
）

■
定
員
　
25
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
料
　
無
料

■
準
備
品
　
水
彩
画
セ
ッ
ト

　
　
﹇
筆
、
絵
具
、
パ
レ
ッ
ト
﹈

■
募
集
期
間
　
８
月
１
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
８
月
24
日（
金
）

■
申
込
先
　
厳
原
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
厳
原
地
区
公
民
館
）

ま
で

樹
脂
成
形
工
場
の
管
理
の

樹
脂
成
形
工
場
の
管
理
の�

出
来
る
人
材
募
集

出
来
る
人
材
募
集�

樹
脂
成
形
工
場
の
管
理
の�

出
来
る
人
材
募
集�

対
馬
市
商
工
課
　
企
業
誘
致
班�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

「
巡
視
船
は
か
た
」

「
巡
視
船
は
か
た
」�

　
　
　
　
　
体
験
航
海

　
　
　
　
　
体
験
航
海�

「
巡
視
船
は
か
た
」�

　
　
　
　
　
体
験
航
海�

対
馬
海
上
保
安
部
管
理
課�

　
　
　
　
　「
は
か
た
」乗
船
係�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
６
４
０�

水
彩
画
入
門
講
座

水
彩
画
入
門
講
座（
初
心
者
）

（
初
心
者
）�

県
立
対
馬
高
等
学
校
　
地
域
開
放
講
座

県
立
対
馬
高
等
学
校
　
地
域
開
放
講
座�

水
彩
画
入
門
講
座（
初
心
者
）�

県
立
対
馬
高
等
学
校
　
地
域
開
放
講
座�

厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

８月４日（土）・５日（日）�

●子供みこし�
●ゲキレンジャーショー�
●椎名佐千子歌謡ショー�

８月４日（土）�

●舟グロー大会�
●朝鮮通信使行列�
●日野美歌歌謡ショー�
●ペギンセ舞踊団�
●納涼花火大会�

８月５日（日）�

ほか多数のイベントが盛�
りだくさんです。�

平成19年度　自衛官募集�
区　　　分� 資　　　格� 受 付 期 間 � 一 次 試 験 �試 験 場 �

受付時に�
通知�

対馬島内�

受付時に通知�

対馬島内�
（※受付時に通知）�

対馬島内�

防衛大学校学生一般�

防衛医科大学校学生�

航空学生�

看護学生�

一般曹候補学生�

２等陸・海・空士（女子）�

２等陸・海・空士（男子）�

自衛隊生徒（陸）�

高卒（見込含）�
21歳未満の者�

18歳以上�
27歳未満の者�

高卒（見込含）�
24歳未満の者�

中卒（見込含）�
17歳未満の男子�

11月10、11日�

11月３、４日�

９月22日�

10月14日�

９月17日�

９月24、25日�

９月18日�
（※受付時に通知）�

20年１月12日�

９月７日～９月28日�

８月１日～９月７日�

９月７日～９月28日�

８月１日～９月７日�

８月１日～９月７日�
（※年間を通じ受付）�

11月１日～20年１月８日�

【問い合わせ先】自衛隊長崎地方協力本部　対馬駐在員事務所　☎０９２０（５２）０９０８�
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〔問い合わせ先〕 �
北福祉保健センター�
☎0920（84）2313

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

①型にマーガリン（分量外）をぬり、紙を敷いておく。

②マーガリンをやわらかく練り、黒砂糖を混ぜ、卵黄を混ぜる。

③②に、戻して小さく切ったひじきとレーズンを混ぜる。

④卵白をよく泡立て、③に入れる。ふるった薄力粉、シナモ
　ンを混ぜる。

⑤180度に温めたオーブンで30分焼く。

作り方�
�

POINT：ひじきの戻し方�

上県支部
�

上県支部
�

●エネルギー・・・1136kcal

●タンパク質・・・・・・24.8g

●カルシウム・・・・・370mg

●鉄分・・・・・・・・・・・・11.6g

●食物繊維・・・・・・・・・7.7g

　
気
温
が
高
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
細
菌
性
食
中
毒
が
多
発

す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
食
品
の
取
扱
い
に
注
意
し
、
食

中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

①
つ
け
な
い

　
○
調
理
す
る
人
は
必
ず
手
を
よ
く
洗
い

　
　
ま
し
ょ
う
。

　
○
調
理
前
の
肉
や
魚
の
汁
が
、
果
物
や

　
　
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
も
の
や
調
理

　
　
済
み
の
も
の
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

　
○
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
に

　
　
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
調
理
は
迅
速
に
行
い
、
調
理
前
、
調
理
後
の
食
品
は
室

　
　
温
に
長
く
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
退
治
す
る

　
○
包
丁
や
ま
な
板
は
、
よ
く
洗
い
、
熱
湯
で
消
毒
し
ま
し

　
　
ょ
う
。

　
○
加
熱
す
る
と
き
は
、
食
品
の
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
家
庭
で
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
食
べ
物
を
前
日
か
ら
作
り
置
き
し
た
り
、
車
の
ト
ラ
ン

　
　
ク
や
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
に
置
い
た
り
し
な
い
よ

　
　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
手
に
傷
の
あ
る
人
や
指
輪
・
腕
時
計
を
し
た
ま
ま
の
人

　
　
は
、
お
に
ぎ
り
な
ど
直
接
手
で
食
品
に
触
れ
る
調
理
を

　
　
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

対
馬
保
健
所
衛
生
環
境
課
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６

ひじきの栄養：鉄、カルシウムなどのミネラル、食物繊維を多く含みます。�
現代人に不足がちな栄養がたくさん含まれている健康食品です。�

＊ひじきは砂を抱き込んでいる場合があ
　るので、水をよく換えて使うのがポイ
　ントです。�
＊たっぷりの水で戻しましょう。�
＊ひじきを水に浸すと一時水が茶褐色に
　なりますが、これはひじき特有の天然
　色素ですからご安心ください。�

　４～５月にかけて市内各地の道ばたで�

は、ひじきを天日干しする様子が見られ�

ます。�

　地域の産物や旬の素材を使い、自然の�

恵みや四季の変化を楽しんでみてはいか�

がですか？�

材料� ★栄養価（全量）★�20cmのパウンド型１本分�

マーガリン・・・・・・・・・・・・・・・・・・50g�
黒砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50g�
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3個�
ひじき（乾燥）・・・・・・・・・・・・・・・・10g�
レーズン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30g�
薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80g�
シナモン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少量�
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スジンのアンニョ
ンハセヨ～♪スジンのアンニョ
ンハセヨ～♪

スジンのアンニョ
ンハセヨ～♪

　　　　　　　　　　　暑～い夏が来ました。汗か

　　　　　　　　　　きの私は、すぐバテてしまう

ので、夏はとても苦手です。夏バテ対策として栄養

あるものを食べ、運動も頑張っています。ちなみに、

去年は国境マラソンでハーフを走りました。暑い時に、

思い切ってたっぷり汗を流してみるのもいい夏バテ

対策になりますね。�

■今月は韓国の夏バテ対策をご紹介いたしま～す。�

　日本では土用の丑の日に鰻を食べますが、韓国で

は伏日に韓国の代表的な滋養食であるサンゲタンを

食べます。伏日は全部で３回ありまして、初伏、中伏、

末伏と続きます。今年の伏日は７月15日（初伏）、

７月25日（中伏）、８月14日（末伏）になっていま

す。これを三伏といいますが、一年の中で、初伏か

ら末伏までの間が一番暑いとされ、この暑さをサン

ボックドウィ（三伏の暑さ）とも呼んでいます。ま

たバテることを韓国では、ドウィモッタ（暑さを食

べる）と表現します。�

　伏日に食べるサンゲタンは鶏のお腹の中にもち米、

高麗人参、栗、なつめ、ニンニクを入れて、生姜、葱、

ニンニクを入れたスープで煮込んだ料理です。美味

しい上に栄養満点で、疲労回復や、夏バテに利く最

強のスタミナ料理です。�

　また、すこし驚くかもしれませんが、保身湯（犬

肉のスープ）を食べる人もいます。これは胃腸を丈

夫にし、気力を増進させる効能があります。大衆の

健康食として親しまれてきた韓国の伝統の食文化の

一つです。この料理に使われる犬は食用として飼育

された犬です。鰍魚湯（ドジョウのスープ）も伏日

に食べるスタミナ食の一つです。しかしなんと言っ

てもサンゲタンが夏バテ対策の定番料理ですね。�

　韓国にいる時は、母が作ってくれたサンゲタンを

家族で囲んで食べて、暑い夏を乗り切ったものです。

家族と離れている今は食べれませんが、今年の三伏

の時には、日本の鰻を食べて頑張りたいと思います。�

　皆さんもどうか夏バテには気をつけて、ヒム ネセヨ

（元気出してくださいね～）�

　それでは、ト　マンナヨ～！（また会いましょう～！）�

　６月２日、日本歌謡大会が釜山の慶星大学のコンサートホールで開かれました。

今年は80チームが申し込み、16チームが本番の舞台に上がりました。古い演歌

から関ジャニ∞がこの春に出した新曲まで聞け、年毎にバラエティーに富む歌

謡大会です。今年の最優秀は福岡出身の「椎名林檎」の「本能」を歌った男女

ペアでした。対馬に招待される優秀賞と奨励賞の１名ずつですが、優秀賞の曲

は「涙そうそう」ですので、皆さん、楽しみにしていてください。�

　また、６月23日には、対馬のハングル勉強会「マンナム」（出会いの韓国語）

の皆さんと釜山多大洞の住民との交流会が釜山であり、多大洞の皆さんが踊りや農楽、日本の歌などを披露し、

対馬マンナムの皆さんも韓国の歌を披露して民間交流を行いました。最後には海辺で対馬まで届けと願いを込め

て風船を飛ばしました。�

（語尾を上げると疑問文になります。）�

（暑いですか？）�

ど  よう� うし� うなぎ�

ボックナル�

ボックナル�

ボックナル�

ボックナル�

チョボック�

チョボック�

チョボック�

ジュンボック�

ジュンボック�

マルボック�

マルボック�

サンボック�

サンボック�

マルボック�

ボ  シン タン�

チュオタン� ボックナル�

サンボック�

国際交流員�成　修真�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

対馬釜山事務所�金　京一�
キム　　　キョンイル�

辛　恩京�
シン　　　ウンギョン�

年々、バラエティーに富む、日本歌謡大会�年々、バラエティーに富む、日本歌謡大会�

エイト�
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安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成19年中）� ６月30日現在�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

30�

-4�

0�

0�

40�

-2

5�

2�

0�

0�

6�

1

35�

-2�

0�

0�

46�

-1

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

６日（月）� 内山良輝弁護士�
（　九　弁　連　）�

■８月の無料法律相談�

■期　間：７月１日～９月30日まで�
■変更後の営業時間：14：00～22：00まで�
　　　　　　　　　　（変更前：13：00～21：00まで）�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約を�
　お願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

峰温泉 ほたるの湯 営業時間変更のお知らせ�

上県町地域福祉センター�29日（水）� 【社協　上 県 支 所】�
☎84‐2168

ひまわり基金�
法律事務所�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

【問い合わせ先】�
対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

【問い合わせ先】　峰温泉ほたるの湯　☎０９２０（８３）０３１３又は、�
　　　　　　　　対馬市峰支所住民生活課　☎０９２０（８３）０３０１�

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
受
付
分
）�

小
　
鹿
　
山
h
　
　
優
　
87
歳

大
　
増
　
武
本
　
勝
實
　
89
歳

　
琴
　
　
Z
副
千
枝
子
　
91
歳

比
田
勝
　
栗
屋
　
文
子
　
47
歳

恵
　
古
　
島
本
久
美
子
　
79
歳

樫
　
滝
　
川
本
　
久
子
　
89
歳

志
　
越
　
梅
野
孫
次
郎
　
79
歳

三
根
浜
　
永
留
　
春
雄
　
86
歳

佐
　
賀
　
兵
頭
ハ
ル
ミ
　
89
歳

木
　
坂
　
小
川
　
　
守
　
76
歳

千
尋
藻
　
三
原
　
花
枝
　
73
歳

　
曽
　
　
古
藤
　
清
助
　
93
歳

卯
　
麦
　
波
田
　
辰
實
　
65
歳

鑓
　
川
　
築
城
　
　
定
　
85
歳

小
　
綱
　
中
元
　
郁
子
　
49
歳

細
浦
飛
渡
　
勝
見
　
弘
子
　
72
歳

細
浦
飛
渡
　
齋
藤
ツ
ヤ
子
　
80
歳

犬
　
吠
　
植
木
　
初
子
　
70
歳

犬
　
吠
　
小
島
　
富
子
　
82
歳

今
　
里
　
西
山
　
正
春
　
86
歳

上
の
町
第
二

　
黒
岩
　
マ
チ
　
98
歳

天
道
茂
　
平
間
よ
し
子
　
50
歳

田
　
渕
　
江
口
　

郎
　
82
歳

天
道
茂
　
渡
邉
　
睦
子
　
72
歳

天
道
茂
　
渡
邉
　
　
勝
　
86
歳

内
　
山
　
斉
藤
　
軍
司
　
93
歳

田
　
渕
　
中
山
須
美
子
　
74
歳

内
　
山
　
内
山
　
末
吉
　
85
歳

田
　
渕
　
根
占
　
初
枝
　
87
歳

浅
　
藻
　
小
田
　
公
子
　
88
歳

日
　
吉
　
長
瀬
美
惠
子
　
67
歳

久
　
田
　
森
永
重
太
郎
　
84
歳

天
道
茂
　
内
田
　
惠
子
　
54
歳

樫
　
根
　
永
瀬
津
留
江
　
80
歳

小
茂
田
　
美
佐
保
　
翼
　
65
歳

豆
　
酘
　
阿
比
留
　
保
　
92
歳

豆
　
酘
　
竹
岡
　
タ
ネ
　
83
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

この最低賃金�

611円�
平成18年10月１日発行長崎県最低賃金�

特定の産業には、産業別最低賃金が�
定められています。�

守ろう！確かめよう！�

《６月》�

全国離島交流ゲートボール

親善大会　　　　　（佐渡）

関西対馬会総会　　（大阪）

県観光連盟総会

全国離島振興協議会総会

　　　　　　　　　（隠岐）

阿連地区浜会

叙勲受章者祝賀会

あじさい祭・パラグライデ

ィング対馬大会

県警と市町村長との意見交

換会　　　　　　　（長崎）

対馬空港ターミナルビル株

主総会

県漁港漁場協会総会（長崎）

市議会全員協議会

市議会定例会本会議

福岡対馬会総会　　（福岡）

市議会定例会本会議

市議会定例会本会議

市町村職員年金者連盟対馬

支部総会

対馬農協総代会、対馬真珠

養殖漁業協同組合総会

若い経営者の主張大会

しま自慢観光カレッジ開校式

市議会定例会本会議

１～２日

３～４日

６日

６～８日

８日

９日

10日

11～12日

12日

13～14日

14日

15日

16～17日

18日

19日

20日

21日

22日

24日

26日
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第１（火）�

�

毎週（水）午後�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第1・2・3・5（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

７�

�

1・8・15・22・29�

�

1・8・15・22・29�

�

10�

�

1・8・15・29�

�

�

1・8・15・22・29�

�

18�

�

2・9・16・23・30

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

内科、外科、小児科、整形外科、皮膚科は

月曜日から金曜日まで毎日診療致します。�

※１．☆印は診療科（内科）よりの予約患者

　　　様のみの診療を行っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代診致

　　　します。�

※３．予防接種について、薬の常備がない

　　　場合もありますので、電話等でお問

　　　い合わせください。�

※４．透析診療については、月曜日～土曜

　　　日まで午前中に診療しますので、お

　　　問い合わせください。�

※５．予約制で事業所健診・社会保険生活

　　　習慣病予防検診も行っています。�

★８/16の眼科は都合により休診致します。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

第2・第4（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・木）�

予約にて受付けています。�

７・14・21・28�

１・８・15・22・29

24�

�

３・17�

�

�

�

９・23�

�

20�

�

９・23

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（　 〃 　）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

�

�

�

※�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

�

生活習慣病外来�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

２・６・９・13�

20・23・27・30

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

14・28�
�
７�

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 22 8:30̃11:00

漢方薬の副作用�

ペインクリニックを御存知ですか？�

プール熱などを起こすアデノウイルス感染症�

子どもの近視�

精神医療の進歩�

毛ジラミ�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

24時間電話で健康をお届けします�

８

月

の

テ

ー

マ

� 診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

８月５日�

12日�

19日�

26日�

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

（厳原）�

（仁位）�

（三根）�

（ 知）�

☎０９５（８２６）５５１１�
日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �

健康テレホンサービス� 日曜・休日救急医療在宅当番医�
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隠れた対馬の名所を巡る

〈
朝
鮮
通
信
使
が
通
っ
た
道
〉

　
「
馬
場
筋
通
り
」

６
月
４
日
、午
後
10
時
頃
、美
津
島
町
内
で
撮
影
。大
江
正
康
氏
提
供
。�

　
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
幼
虫
が
陸
地
で
生
活
す
る
陸
生
ホ
タ
ル
で
、

小
さ
い
な
が
ら
も
黄
金
色
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
光
を
早

く
点
滅
さ
せ
ま
す
。�

　
江
戸
時
代
に
朝
鮮
通
信
使
が
初
来
日
し
て

今
年
で
４
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
朝
鮮
通

信
使
は
、
１
６
０
７
年
か
ら
１
８
１
１
年
ま

で
に
12
回
来
日
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
朝
鮮

通
信
使
一
行
約
４
５
０
名
が
通
っ
た
道
が
写

真
の
場
所
で
、
「
馬
場
筋
通
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
馬
場
筋
通
り
は
旧
藩
時
代
、
朝

鮮
通
信
使
へ
の
体
面
も
考
慮
さ
れ
整
備
さ
れ

た
城
下
町
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
で
す
。

　
馬
場
筋
通
り
は
馬
場
先
橋
か
ら
江
尻
橋
ま

で
の
こ
と
を
い
い
ま
す
（
国
道
３
８
２
号
線

の
馬
場
先
橋
か
ら
八
幡
宮
前
を
上
馬
場
筋
通

り
、
県
道
八
幡
宮
前
か
ら
江
尻
橋
ま
で
を
下

馬
場
筋
通
り
と
い
う
）
。
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
親
愛
保
育
園

前
の
国
道
か
ら
志
ま
も

と
前
の
県
道
で
す
。
今

で
も
幅
員
は
ほ
ぼ
当
時

の
ま
ま
で
、
当
時
と
し

て
は
結
構
広
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
だ
け
朝
鮮
通
信
使
一

行
を
厚
く
も
て
な
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。

　
普
段
は
何
気
な
く
通

っ
て
い
る
道
に
も
し
っ

か
り
と
歴
史
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
通
信

使
に
な
っ
た
気
持
ち
で
馬
場
筋
通
り
を
通
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
４
０
０
年

前
の
情
景
が
目
の
前
に
写
し
だ
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

【
お
知
ら
せ
】

　
観
光
交
流
課
で
は
、
「
つ
し
まH

O
T

S

P
O

T

」
に
掲
載
す
る
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」
と
い

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ド
シ
ド
シ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
交
流
課

　
☎

０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

FAX

０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
２
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　asig
h

tseein
g

@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

森
の
中
の
幻
想
的
な
光
の
渦

森
の
中
の
幻
想
的
な
光
の
渦�

　
対
馬
固
有
種
　
ツ
シ
マ
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
乱
舞

　
対
馬
固
有
種
　
ツ
シ
マ
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
乱
舞�

森
の
中
の
幻
想
的
な
光
の
渦�

　
対
馬
固
有
種
　
ツ
シ
マ
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
乱
舞�

ば
　
ば
　
す
じ

ば
　
ば
　
す
じ


